
は
じ
め
に

本
稿
は
、
従
来
、
近
代
林
業
経
済
史
研
究
に
お
い
て
、
林
業
地
帯
形
成
の
前
提
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
「
焼
畑
小
作
」
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
、
近
世
後
期
の
山
里
地
域
に
お
け
る
そ

の
歴
史
的
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

木
頭
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
を
追
究
し
た
有
木
純
善
氏
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
林
業
近
代

化
の
過
程
や
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
提
示
し
た
。
①
一
九
三
六
年
段
階

で
、
同
じ
徳
島
県
内
で
も
吉
野
川
流
域
は
「
主
穀
生
産
型
焼
畑
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
那
賀
川

流
域
は
基
本
的
に
「
林
業
前
作
農
業
型
焼
畑
」
が
広
く
展
開
し
、
焼
畑
耕
作
跡
地
に
造
林
を
行

う
「
焼
畑
造
林
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
②
こ
の
「
焼
畑
造
林
」
で
は
、
焼
畑
で
の
食

料
獲
得
を
直
接
的
に
必
要
と
し
な
い
林
地
所
有
者
が
、
食
料
獲
得
の
た
め
の
焼
畑
耕
作
を
必
要

と
す
る
者
（
中
下
層
住
民
）
に
、
そ
の
林
地
を
貸
し
付
け
て
焼
畑
耕
作
を
さ
せ
、
そ
の
代
償
と

し
て
、
耕
作
跡
地
に
造
林
さ
せ
る
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
③
こ
う
し
た
地
代
収
得
形
態
を
と
る

林
野
貸
借
関
係
―
「
焼
畑
小
作
」
―
を
槓
桿
と
し
て
、
木
頭
地
域
の
育
成
林
業
が
展
開
（
一

八
五
頁
）
し
た
と
い
う（
1
）。
つ
ま
り
、
木
頭
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
に
お
い
て
氏
が
重
視
し

た
の
は
、
焼
畑
と
造
林
と
を
交
互
に
行
う
「
焼
畑
造
林
」
と
い
う
植
林
形
態
と
、
そ
れ
を
運
用

す
る
社
会
関
係
と
し
て
の
「
焼
畑
小
作
」
の
一
体
的
展
開
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、「
焼
畑
小
作
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
論
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

氏
が
論
拠
と
し
た
の
は
、
主
に
徳
島
県
山
林
会
海
部
郡
協
賛
会
編
『
木
頭
の
林
業
』
や
、
農
林

省
山
林
局
の
調
査
で
あ
る
『
焼
畑
及
切
替
畑
ニ
関
ス
ル
調
査
』、
全
国
山
林
会
連
合
会
の
『
徳

島
県
那
賀
川
流
域
林
業
経
営
調
査
報
告
書
』
で
あ
る（
2
）。
こ
う
し
た
二
〇
世
紀
前
半
の
調
査

報
告
、
そ
れ
も
造
林
振
興
の
た
め
の
現
状
調
査
か
ら
、
性
急
に
歴
史
的
展
開
を
見
通
す
の
で
は

な
く
、
ま
ず
は
焼
畑
小
作
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
氏
の
い
う
焼
畑
小
作
と
焼
畑
造
林
の
展
開
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
一
体
的
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
植
林
の
進
展
度
に
は
大
き
な
地
域
差
が
存
在
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
焼
畑
小
作
の
展
開
が
即
焼
畑
造
林
と
結
合
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
は
必
ず
し
も
近
代
の
「
焼
畑
造
林
」
へ
の
接
続
を
解
明
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
解
明
す
る
に
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
焼
畑
小
作

の
実
態
を
ふ
ま
え
る
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
際
に
考
慮
す
べ
き
は
、
近
年
の
焼
畑
研
究
の
進
展
で
あ
る（
3
）。
例
え
ば
大
賀
郁
夫
氏

は（
4
）、
日
向
国
椎
葉
山
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
諸
穀
物
を
生
産
す
る
焼
畑
農
業
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
跡
地
に
自
生
す
る
山
茶
が
重
要
な
換
金
作
物
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
焼
畑
休
閑
期
利
用
の

実
態
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
、
焼
畑
を
質
物
と
し
た
貸
借
関
係
に
注
目
す
る
中
で
、
個

人
所
有
の
山
の
焼
畑
で
は
、
山
所
持
者
と
、
彼
ら
か
ら
耕
作
権
を
許
可
さ
れ
る
者
と
の
間
に
明

確
な
区
別
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
強
固
な
支
配
関
係
が
存
在
し
た
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い

る
。
山
の
所
持
と
用
益
権
お
よ
び
用
益
内
容
へ
の
着
目
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
よ

う
。そ

こ
で
本
稿
で
は
、
か
か
る
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
①
近
世
後
期
の
山
里
地
域
に
お
い
て

「
切
畑
」
が
い
か
に
展
開
し
、
そ
の
中
で
「
焼
畑
小
作
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
と
い

う
点
と
、
②
「
焼
畑
小
作
」
の
展
開
が
地
域
に
与
え
た
影
響
と
を
、
山
里
の
社
会
的
諸
関
係
の

展
開
に
即
し
て
検
討
し
た
い
。

近
世
後
期
の
焼
畑
小
作
と
村
社
会

―
―
阿
波
国
那
賀
郡
木
頭
村
を
中
心
に
―
―

町

田

哲

（
キ
ー
ワ
ー
ド‥

日
本
近
世
、
焼
畑
、
切
畑
、
地
域
、
小
作
、
林
業
、
徳
島
藩
）
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主
な
分
析
対
象
と
す
る
の
は
阿
波
国
那
賀
郡
木
頭
村
で
あ
る
。木
頭
村
は
那
賀
川
北
股
筋（
現

在
の
坂
州
木
頭
川
流
域
）
に
所
在
す
る
村
で
、
そ
の
主
た
る
生
業
は
、「
切
畑
」
で
の
焼
畑
農

業
と
そ
の
休
閑
地
で
の
利
用
（
薪
・
炭
・
茶
・
楮
生
産
等
）
で
あ
っ
た（
5
）。「
切
畑
」
と
は
、

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
検
地
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
、
焼
畑
対
象
と
な
る
山
で
あ
り
、
検

地
帳
名
負
人
（
名
請
人
）
が
基
本
的
に
そ
の
山
を
所
持
し
た
。
村
高
二
五
・
八
三
八
八
石
の
う

ち
、「
切
畑
」
は
一
九
ヶ
所
、
そ
の
高
は
・
わ
ず
か
高
〇
・
九
三
六
石
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

木
頭
村
の
山
は
す
べ
て
「
切
畑
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
壱
家
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
本
家
の

も
と
に
、「
小
家
」と
称
す
る
親
類
・
下
人
が
編
成
さ
れ
、
遅
く
と
も
一
八
世
紀
中
頃
に
は「
株
」

と
い
う
同
族
団
的
な
結
合
が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
「
壱
家
」（
本
家
）
が
「
切
畑
」
を
独
占

的
に
所
持
し
、
そ
の
差
配
の
も
と
で
「
小
家
」
が
「
切
畑
」
を
部
分
的
に
利
用
す
る
あ
り
方
が
、

広
く
展
開
し
て
い
た（
6
）。

な
お
本
稿
が
主
に
使
用
す
る
の
は
、
那
賀
郡
木
頭
村
湯
浅
家
文
書
で
あ
る
。
湯
浅
家
は
、
近

世
初
頭
以
来
、
木
頭
村
の
肝
煎
役
を
勤
め
、
一
八
世
紀
末
に
庄
屋
と
な
り
、
文
政
五
年
（
一
八

二
二
）
に
は
周
辺
二
五
ヶ
村
を
管
轄
す
る
組
頭
庄
屋
役
と
な
っ
て
い
た
。

一

切
畑
の
「
元
捨
」
売
買

ま
ず
検
討
し
た
い
の
は
、
次
の
証
文
で
あ
る
。

【
史
料
1
】（
7
）年

切
元
捨
売
渡
証
文
之
事

（
割
印
）

一
、
伐
畑
壱
ヶ
所

但
、
処
は
か
き
ざ
こ
、
境
立
鏡
之
岩
屋
山
神
森
之
向
の
小
屋
切
、
上
ハ
横
瀧
之
は

な
、
上
は
と
ち
の
溝
口
切
、
西
竪
境
ニ
〆
さ
こ
切
、
尤
花
屋
え
先
年
売
地
之
時
節

之
境
切
、
以
上

右
は
、
私
扣
之
伐
畑
ニ
候
処
、
当
御
年
貢
上
納
方
便
無
之
ニ
付
、
当
亥
年
ゟ
先
卯
年
迄
丸

拾
七
年
切
元
捨
ニ
相
定
、
代
銀
八
拾
目
ニ
売
渡
申
処
実
正
ニ
候
、
然
上
は
右
土
地
年
数
之

間
勝
手
次
第
ニ
御
作
取
り
、
年
数
相
済
候
得
は
早
速
証
文
御
戻
し
可
有
之
候
、
右
伐
畑
二

重
売
・
弥
質
等
ニ
も
入
不
申
、
外
ゟ
故
障
無
之
候
、
依
而
年
切
元
捨
り
証
文
相
渡
申
処
、

如
件

文
政
十
亥
年
六
月
五
日

木
頭
村
与
頭
庄
屋

湯
浅
重
次
郎
（
印
）

拝
宮
村

安
次
郎
殿

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
湯
浅
重
次
郎
が
、
東
隣
の
拝
宮
村
安
次
郎
に
宛
て
た
売
渡
証

文
で
あ
る
。
こ
こ
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
は
、「
か
き
ざ
こ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
長
検

地
帳
に
登
録
さ
れ
た
「
切
畑
」
の
字
名
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
か
き
ざ
こ
」
の
地
は
さ
ら
に
四

至
を
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
「
切
畑
」
内
を
細
分
化
し
た
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
地
も
、
史
料
上
は
「
切
畑
」「
切
畠
」「
伐
畑
山
」
等
と
し
て
、
そ
れ
も
検
地
帳

登
録
の
「
切
畑
」
と
区
別
な
く
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
行
論
の
都
合
上
、
以
下
で
は
、
検

地
帳
登
録
の
切
畑
を
「
切
畑
」
と
し
、
そ
の
内
部
で
細
分
化
さ
れ
た
土
地
を
「
切
畑
（
部
分
）」

と
区
別
し
て
表
記
し
て
お
こ
う
。

さ
て
本
文
に
戻
り
、
こ
の
証
文
は
一
見
す
る
と
、
年
貢
上
納
に
困
っ
た
湯
浅
家
が
、
所
持
す

る
切
畑（
部
分
）を
一
七
年
季
・
代
銀
八
〇
目
で
安
次
郎
に
売
り
渡
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
湯
浅
重
次
郎
が
安
次
郎
に
対
し
、
代
銀
八
〇
目
で
伐
畑
の
利
用
権
を
一

七
年
間
貸
し
渡
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
湯
浅
重
次
郎
の
切
畑
（
部
分
）
が
貸
し
付
け

ら
れ
、
安
次
郎
が
こ
れ
を
長
期
間
利
用
で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る（
8
）。

例
え
ば
、
史
料
1
に
見
ら
れ
る
割
印
は
、
後
で
詳
し
く
分
析
す
る
湯
浅
家
文
書
の
「
伐
畑
山

手
銀
貸
シ

其
余
貸
シ
覚
帳
」（
9
）に
記
載
さ
れ
た
割
印
と
一
致
す
る
。
こ
の
帳
面
は
表
題
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
湯
浅
家
が
切
畑
（
部
分
）
を
山
手
銀
と
引
き
換
え
に
「
貸
シ
」
た
相

手
と
そ
の
内
容
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
1
が
湯
浅
家
に
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
一
七
年
の
貸
付
期
間
が
終
了
し
、
こ
の
証
文
が
切
畑
（
部
分
）
と
と
も
に
湯
浅
家
に

返
還
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（
10
）。

そ
の
上
で
留
意
し
た
い
の
は
、史
料
1
の
表
題
や
本
文
中
に
み
え
る「
元
捨（
も
と
す
た
り
）」

と
い
う
表
現
で
あ
る
。

例
え
ば
、
隣
村
木
頭
名
村
に
お
け
る
切
畑
の
「
元
捨
」
売
買
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
文
政

一
〇
年
（
一
八
二
七
）、
木
頭
名
村
庄
屋
縫
之
助
が
病
気
困
窮
を
理
由
に
庄
屋
の
退
役
を
願
い

出
た
。
縫
之
助
の
家
は
、
代
々
庄
屋
役
を
勤
め
、
当
山
村
・
阿
津
江
村
の
庄
屋
も
兼
帯
し
て
い

た
家
柄
で
あ
る
。
郡
代
か
ら
の
指
示
を
う
け
、
彼
が
本
当
に
病
気
困
窮
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
木
頭
村
の
組
頭
庄
屋
湯
浅
重
次
郎
が
調
査
し
、
縫
之
助
が
所
持
す
る
田
畑
・
切
畑
か
ら
の

一
年
分
の
収
入
（「
所
務
高
」）
を
一
二
月
に
郡
代
手
代
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

縫
之
助
は
田
畠
二
反
六
畝
二
四
歩
を
持
ち
、
田
か
ら
米
二
石
五
斗
、
畠
か
ら
は
麦
二
石
六
斗
・

黍
一
石
・
高
黍
一
斗
の
確
保
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
切
畑
五
ヶ
所
（
高
〇
・
〇

七
一
石
分
）
の
「
山
作
」
か
ら
、
稗
一
斗
・
粟
一
斗
・
蕎
麦
一
石
四
斗
・
大
豆
六
斗
・
小
豆
二

斗
五
升
の
計
二
石
四
斗
五
升
の
収
穫
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
史
料
2
は
、
切
畑
五
ヶ
所
の
記
述

に
付
さ
れ
た
補
足
説
明
（
貼
紙
）
で
あ
る
。

【
史
料
2
】（
11
）（
貼
紙
）

本
文
五
ヶ
所

町 田 哲
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代
銀
壱
貫
三
百
目
程

但
、
山
不
残
壱
時
ニ
売
払
之
銀
高

右
伐
畑
山
之
儀
、
御
検
地
御
帳
ニ
伐
畑
壱
ヶ
所
高
何
升
と
迄
御
座
候
ニ
付
、
地
幅
之

大
綱
も
承
合
不
申
ニ
付
、
何
れ
山
売
買
御
座
候
土
地
柄
故
、
縫
之
助
扣
伐
畑
山
惣
山

代
ニ
引
直
シ
、
壱
時
ニ
売
払
之
積
ニ
仕
、
代
銀
本
文
之
通

右
伐
畑
山
売
買
之
儀
ハ
、
四
方
境
立
ヲ
以
、
当
何
年
ゟ
何
年
迄
丸
年
何
ヶ
年
と
相
極

元
捨
ニ
売
渡
シ
置
、
年
限
相
済
候
得
は
相
戻
り
申
候
、
元
銭
之
義
ハ
元
捨
ニ
相
成
、

年
明
キ
其
侭
ニ
而
山
相
戻
り
申
候
上
、
売
渡
候
初
年
ゟ
作
付
仕
り
後
作
り
捨
テ
地
有

相
戻
り
、
追
々
草
木
生
シ
合
候
得
は
、
銀
ニ
成
申
候
、
右
彼
是
之
間
弐
拾
ヶ
年
又
ハ

弐
拾
五
年
程
も
年
経
銀
成
申
義
ニ
而
、
年
々
え
割
懸
候
而
は
聊
之
銀
当
り
ニ
御
座

候
、
山
作
運
ニ
は
本
文
左
書
ニ
御
座
候

貼
紙
の
冒
頭
で
、
切
畑
五
ヶ
所
の
す
べ
て
を
一
度
に
売
買
す
れ
ば
代
銀
一
貫
三
〇
〇
目
に
な

る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
当
該
地
域
で
の
切
畑
売
買
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
①
切
畑
内
で
境
界

を
定
め
細
分
化
し
、
年
季
を
明
確
に
し
た
上
で
、（
所
持
者
が
買
取
主
に
対
し
）「
元
捨
」
で
売

り
渡
し
、
②
基
本
的
に
期
限
が
来
れ
ば
そ
の
地
は
返
さ
れ
る
こ
と
、
③
返
還
さ
れ
た
山（
切
畑
）

に
生
え
る
草
木
は
、
売
却
し
て
切
畑
所
持
者
の
収
入
に
な
る
こ
と
、
④
し
か
し
二
〇
年
か
ら
二

五
年
ほ
ど
経
過
し
な
い
と
（
草
木
が
成
長
し
な
い
た
め
）
銀
子
と
は
な
ら
ず
、
一
年
単
位
で
み

る
と
そ
の
収
入
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
点
は
、「
元
捨
」
で
売
買
さ
れ
た
切
畑
（
部
分
）
は
、
年
季
を
過
ぎ
れ

ば
必
ず
元
所
持
者
に
返
還
さ
れ
る
の
が
当
該
地
域
に
共
通
す
る
慣
行
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
そ
の
際
に

と
な
る
の
が
「
元
銭
之
義
ハ
元
捨
ニ
相
成
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
通
常
の

売
買
で
あ
れ
ば
契
約
時
に
「
元
銭
」
と
し
て
代
銀
を
授
受
す
る
が
、「
元
捨
」
と
は
こ
の
「
元

銭
」を
略
す
る
と
い
う
意
味
に
理
解
で
き
よ
う
。
史
料
1
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
元
銭
を
略
し
、

期
間
中
に
代
銀
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
切
畑
（
部
分
）
の
「
元
捨
」
売
買
と

は
、
切
畑
所
持
者
が
一
定
期
間
、
相
手
に
切
畑（
部
分
）を
貸
し
付
け
焼
畑
と
し
て
利
用
さ
せ
、

期
間
中
に
代
銀
を
回
収
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
以
下
、
こ
う
し
た
あ
り
方
を
「
切
畑
貸

付
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
こ
れ
が
、
焼
畑
造
林
以
前
の
、
近
世
後
期
の
北
股
筋
に
お
け
る
「
焼

畑
小
作
」
の
実
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
興
味
深
い
の
は
、
切
畑
（
部
分
）
で
の
焼
畑
耕
作
終
了
後
の
休
閑
期
の
切
畑
用
益

権
が
、
基
本
的
に
は
所
持
者＝

壱
家
の
側
に
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
焼
畑
農
耕
終
了
後
、

二
〇
〜
二
五
年
経
て
か
ら
伐
採
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
休
閑
期
に
生
育
し
た
雑
木
が
伐

採
さ
れ
、
貴
重
な
貨
幣
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
も
そ
れ
が
縫
之
助

の
収
入
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ふ
ま
え
れ
ば
、
切
畑
（
部
分
）
の
休
閑
期
利
用

も
ま
た
、
切
畑
所
持
者＝

壱
家
（
本
家
）
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
で
実
現
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
そ
の
間
に
生
育
し
た
雑
木
等
は
薪
炭
と
し
て
壱
家
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
（
12
）。

で
は
、
こ
う
し
た
切
畑
貸
付
（＝

焼
畑
小
作
）
は
、
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。

【
史
料
3
】（
13
）

売
渡
シ
申
伐
畠
之
事

一
、
伐
畠
、
所
ハ
柿
坂
堺
、
東
ハ
拝
宮
村
堺
切
、
西
ハ
谷
切
、
上
ハ
尾
切
、
下
ハ
石
元
堺

切
、
当
子
ノ
年
ゟ
寅
ノ
年
迄
丸
年
拾
五
ヶ
年
之
間
、
代
文
銀
札
百
八
拾
目
売
渡
し
申
所

相
違
無
御
座
候
、
然
上
ハ
右
年
月
之
間
、
御
勝
手
次
第
ニ
御
作
り
取
可
被
成
候
、
為
後

日
書
物
、
如
件

延
享
元
年
子
ノ
十
月
廿
一
日

木
頭
村

八
郞
太
郞

木
頭
村

銀
兵
衛
殿

ひ
か
へ

【
史
料
4
】（
14
）（
端
裏
書
）「
ひ
か
へ
」

売
渡
シ
切
畑
書
物
事

所
ハ
か
か
ミ
の
い
わ
や

一
、
伐
畑
壱
ヶ
所

境
ハ
、
東
谷
切
、
西
ミ
そ
切
、
あ
せ
石
ゟ
尾
へ
見
通
シ
、
上
ハ
尾
流

右
伐
畑
当
未
年
ゟ
来
ル
子
年
迄
丸
六
年
切
ニ
代
銀
札
百
目
ニ
売
渡
シ
申
所
実
正
ニ
御
座

候
、
然
上
ハ
年
月
之
内
勝
手
次
第
ニ
作
附
可
被
成
候
、
年
月
相
済
候
ヘ
ハ
右
之
伐
畑
早
速

御
戻
シ
可
被
下
候
、
仍
而
為
後
日
売
証
文
、
如
件

未
ノ
六
月
十
日

木
頭
村

八
左
衛
門

拝
宮
村
三
右
衛
門
殿

義
右
衛
門
殿

史
料
3
は
、
管
見
の
限
り
で
は
最
も
古
い「
元
捨
」売
買
証
文
で
、
延
享
元
年（
一
七
四
四
）

に
当
時
の
湯
浅
家
当
主
八
郎
太
郞
が
、
同
じ
木
頭
村
（
の
ち
の
川
尻
株
小
家
）
の
銀
兵
衛
に
宛

て
た
も
の
で
あ
る
。
続
く
史
料
4
は
年
未
詳
だ
が
、
湯
浅
家
当
主
が
八
左
衛
門
で
あ
る
一
七
七

七
年
〜
一
八
〇
九
年
の
う
ち
の
未
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
ま
た
は
寛

政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
切
畑
（
部
分
）
の
範

囲
を
明
確
化
し
た
上
で
、
期
間
内
の
「
勝
手
次
第
」
の
作
付
を
認
め
、
期
間
が
終
了
す
れ
ば
貸

付
主
に
切
畑
（
部
分
）
を
返
還
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
史
料
1
と
同
形
式
を
と
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
か
ら
、
切
畑
貸
付
は
、
遅
く
と
も
一
八
世
紀
中
頃
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明

近世後期の焼畑小作と村社会 ――阿波国那賀郡木頭村を中心に――
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ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
検
地
帳
登
録
の
「
切
畑
」
の
一
部
を
、
五
、
六
年
か
ら
一
五
年

と
い
っ
た
長
期
に
わ
た
っ
て
、
焼
畑
耕
作
用
地
と
し
て
貸
し
付
け
る
と
い
う
切
畑
貸
付
の
一
形

態
と
し
て
の
焼
畑
小
作
が
、
当
該
地
域
（
那
賀
川
北
股
筋
）
に
お
い
て
は
一
般
的
に
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

二

切
畑
貸
付

―
焼
畑
小
作
の
実
態
―

で
は
こ
う
し
た
切
畑
貸
付
は
、
ど
の
程
度
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
切
畑
貸
付
の
展
開

は
、
山
里
の
社
会
構
造
と
如
何
に
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
木
頭
村
湯
浅
家
文

書
中
に
残
る
数
少
な
い
経
営
文
書
で
あ
る
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）「
伐
畑
山
手
銀
貸
シ

其
余
貸
シ
覚
帳
」（
15
）
か
ら
、
湯
浅
家
に
よ
る
切
畑
（
部
分
）
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
検
討
し

よ
う
。
湯
浅
家
は
、
文
政
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
の
約
三
〇
年
間
で
、
一
〇
九
件
の
切
畑
（
部

分
）
と
山
畑
を
貸
し
付
け
て
い
る
。
こ
の
横
帳
の
一
例
を
示
し
た
の
が
史
料
5
で
、
か
か
る
記

載
内
容
を
一
覧
に
し
た
の
が
、
表
1
で
あ
る
。

【
史
料
5
】（
表
1
の
記
載
順
26
の
事
例
、
①
〜
⑥
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

木
頭
村
仁
義

佐
太
郞
殿

…
①

処
ハ
暮
レ
石
ノ
久
保

…
②

一
、
山
壱
ヶ
所

…
③

代
銀
百
弐
拾
目

…
④

内
文
政
十
亥
年
四
月
三
日

六
拾
目
五
分

弐
朱
弐
ツ
銀
札
銭
と
も

…
⑤
―
1

内
三
拾
目
入

…
⑤
―
2

同
申
年
ニ
入

拾
六
匁
三
分

弐
朱
弐
ツ
入

…
⑤
―
3

入
〆
百
六
匁
八
分

差
引
拾
三
匁
弐
分
不
足

「
受
取
済
」

…
⑥

（
全
体
に
抹
消
印
あ
り
）

①
が
「
貸
付
相
手
」
で
、
名
が
村
名
・
株
名
・
居
住
地
字
と
と
も
に
名
が
記
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
名
の
み
の
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
表
で
は
「
村
・
株
」
欄
に
、
棟
付
改
帳
等
の
情
報
を

も
と
に
筆
者
が
補
足
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
表
中
の
「
？
」
は
株
名
が
不
明
な
場
合
、「
？

（
株
名
）」
は
、
同
じ
居
住
地
字
（
上
田
・
下
田
等
）
で
あ
る
他
の
貸
付
相
手
の
所
属
す
る
株

名
か
ら
判
断
し
た
場
合
で
あ
る
。
続
く
②
は「
貸
付
場
所
」、
③
は「
種
別
」で
、「
伐
畑
」「
山
」

「
山
畠
」「
畑
」
等
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。
④
が
「
貸
付
代
銀
」
の
全
額
、
⑤
が
実

際
の
支
払
明
細
で
あ
る
。
全
額
が
不
明
で
支
払
額
の
み
わ
か
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
を
括
弧
内

に
示
し
た
。
ま
た
史
料
5
の
よ
う
に
「
貸
付
開
始
時
期
」
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
判
明
す

る
限
り
で
最
初
の
支
払
日
（
⑤
―
1
）
を
括
弧
内
に
示
し
た
。
ま
た
史
料
5
に
は
記
載
が
な
い

が
、
貸
付
終
了
時
期
や
貸
付
期
間
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
表
記
し
、
明
記
の
な
い

場
合
で
も
、
最
終
の
代
銀
受
取
日
が
わ
か
る
場
合
は
そ
れ
を
括
弧
で
示
し
、
期
間
も
そ
の
情
報

を
も
と
に
仮
に
算
出
し
た
。
ま
た
佐
太
郎
の
場
合
の
よ
う
に
、
三
回
に
わ
け
て
二
朱
銀
お
よ
び

銀
札
で
分
割
納
入
し
、
そ
れ
で
も
返
済
不
足
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
⑥
最
終
的
に
は
「
受
取
済
」

あ
る
い
は
全
体
に
抹
消
印
の
あ
る
場
合
は
、
表
の
「
済
」
欄
に
「
○
」
を
示
し
て
い
る
。

⑴
貸
付
期
間

記
載
さ
れ
た
二
五
件
分
を
見
る
限
り
、貸
付
期
間
に
は
、四
年
か
ら
一
七
年
と
開
き
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
一
〇
年
以
上
の
場
合
が
九
件
、
こ
れ
に
対
し
て
五
〜
六
年
の
場
合
が
一
四
件
と
な
っ

て
い
る
。切
畑
貸
付
に
は
、焼
畑
農
業
期
間
を
超
え
た
休
閑
期
利
用
を
含
む
長
期
間
の
場
合
と
、

焼
畑
農
業
期
間
に
限
定
さ
れ
た
場
合
と
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ほ
か
に

も
貸
付
期
間
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
切
畑
（
部
分
）
は
多
数
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
契
約
開
始

（
ま
た
は
伐
入
開
始
時
）
と
最
終
代
金
請
取
時
が
判
明
す
る
場
合
を
、
表
の
「
期
間
」
欄
に
括

は
え

弧
で
示
し
て
み
る
と
、
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
で
終
了
す
る
場
合
や
、「
一
生
切
」
つ
ま
り
穀
物

生
産
一
回
分
の
貸
付
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
実
際
の
焼
畑
農
業
期
間
よ
り
短
い
場

合
も
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
逆
に
い
え
ば
、
切
畑
貸
付
の
期
間
に
植
林
す

る
こ
と
は
、
当
該
地
域
の
近
世
段
階
で
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑵
伐
畑
山
・
山
畑
の
利
用

つ
い
で
、
貸
し
付
け
ら
れ
た
切
畑
（
部
分
）・
山
畑
に
即
し
て
、
切
畑
貸
付
（＝

焼
畑
小
作
）

の
特
徴
を
み
よ
う
。
ま
ず
字
名
（
場
所
）
は
、
慶
長
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
「
切
畑
」
の
字
名

と
は
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
史
料
1
・
3
・
4
と
同
様
、「
切
畑
」
内
を
細
分
化
し
た
土
地

で
あ
り
、
そ
の
慣
用
名
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
地
点
を
地
図
上
に
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
例
か
ら
特
徴
を
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
広
瀬
山
・
遠
藤
尻
と

い
う
隣
り
合
う
字
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と（
濃
い
網
掛
け
）、「
広
瀬
山
ゑ
ん
と
う
の
尻
の
北
」

（
表
1
の
記
載
順
番
号
1
）・「
広
瀬
上
」（
30
）・「
広
瀬
山
」（
38
）「
ゑ
ん
ど
う
尻
」（
39
）・「
ゑ

ん
ど
う
尻
蔭
山
」（
41
）・「
広
瀬
山
や
う
ら
石
西
」（
42
）・「
広
瀬
山
ゑ
ん
で
ふ
山
」（
43
）
と

な
る
。
少
し
づ
つ
地
名
が
異
な
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
同
じ
「
広
瀬
山
・
ゑ
ん
ど

ふ
」
の
中
で
、
近
接
す
る
地
が
、
期
間
を
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。「
ふ
じ
ご
そ
・
登
り
ど

の
上
」（
薄
い
網
掛
け
の
9
／
12
／
21
／
24
／
31
／
33
／
37
／
58
／
61
／
67
／
88
・
89
／
103
・
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104
・
105
）、「
朴
の
溝
」（
54
／
71
・
72
／
81
／
106
）、「
か
き
ざ
こ
」（
5
／
47
・
48
）、「
八
久
保

山
」（
14
・
60
・
63
・
93
）、「
建
石
」（
52
・
55
・
73
・
76
・
83
・
90
）、「
登
り
坂
」（
29
・
51
・

102
・
108
）、「
楠
尾
・
お
ん
ば
」（
50
・
68
・
95
）
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
地
名
の
地

を
、
繰
り
返
し
同
じ
相
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
切

畑（
部
分
）を
同
一
人
物
に
継
続
的
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、

ど
の
切
畑
（
部
分
）
を
貸
し
付
け
る
か
は
、「
切
畑
」
内
の
伐
廻
し
状
況
と
、
貸
付
主
で
あ
る

湯
浅
家
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
次
第
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

⑶
貸
付
相
手

第
一
に
、
貸
付
相
手
は
基
本
的
に
は
個
人
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
焼
畑
農
業
を
展
開

す
る
場
合
、
山
を
伐
採
し
火
入
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
、
そ
の
際
に
は
当
然
な
が
ら
単
独

の
家
族
に
限
ら
ず
、
多
く
の
村
民
の
手
助
け
が
必
要
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
切

畑
貸
付（＝

焼
畑
小
作
）の
契
約
に
は
、
こ
う
し
た
農
業
扶
助
の
関
係
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
唯
一
の
例
外
的
事
例
と
し
て
は
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
二
月
に
「
八
久
保
山
」

を
「
弁
蔵
山
組
」
一
四
人
の
者
が
借
り
受
け
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
一
四
人
の
内
訳
は
、
湯
浅
株

小
家
で
あ
る
弁
蔵
・
利
平
・
八
十
次
・
折
平
・
文
右
衛
門
・
嘉
知
蔵
・
多
次
郎
・
直
次
郎
・
権

右
衛
門
・
吉
兵
衛
・
甚
助
と
、
内
之
瀬
株
小
家
の
岩
次
郎
・
茂
吉
・
七
蔵
で
あ
る
。
彼
ら
一
四

人
は
八
久
保
で
一
〇
年
間
「
山
組
」
と
し
て
共
同
で
伐
採
・
火
入
を
行
い
、
そ
の
内
部
を
さ
ら

に
分
割
し
て
焼
畑
農
業
を
展
開
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
焼
畑
農
業
の
共
同
性
が
唯
一

契
約
の
表
面
に
現
れ
た
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
切
畑
貸
付
の
相
手
は
、
全
体
の
う
ち
八
五
件（
七
八
％
）が
木
頭
村
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
木
頭
村
以
外
に
貸
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
拝
宮
村
・
当
山
村
・
坂
州

村
・
海
部
郡
平
谷
村
な
ど
の
隣
接
村
の
構
成
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
切
畑
貸
付
（＝
焼
畑
小

作
）
は
、
居
村
と
そ
の
隣
接
村
と
い
う
狭
い
範
囲
で
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
貸
付
相
手
と
な
る
木
頭
村
構
成
員
は
、
基
本
的
に
仁
義
株
・
内
之
瀬
株
の
者
に
限

定
さ
れ
て
お
り
、
湯
浅
株
の
者
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
点
が
特
筆
さ
れ
る
（
16
）。「
は
じ
め

に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
木
頭
村
で
は
、「
切
畑
」
を
独
占
す
る
壱
家
が
差
配
し
、「
株
」
内
部

で
用
益
権
を
分
配
す
る
と
い
う
慣
行
が
存
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、〈
切
畑
独
占
に
も
と
づ
く
、

株
内
部
で
の
用
益
権
の
分
配
〉
と
い
う
本
源
的
形
態
の
周
縁
に
、
焼
畑
小
作
と
い
う
〈
契
約
に

基
づ
く
切
畑
の
部
分
貸
付
〉と
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
切
畑
貸
付
は
、
一
つ
に
は「
株
」

以
外
の
村
落
構
成
員
や
周
辺
村
落
構
成
員
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
、
今
一
つ
に
は
、
契
約
に

基
づ
き
代
銀
と
の
引
き
換
え
で
切
畑
（
部
分
）
の
用
益
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た

と
い
う
二
重
の
意
味
で
、
焼
畑
耕
作
地
域
に
生
ま
れ
た
新
た
な
社
会
的
関
係
の
展
開
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
貸
付
相
手
個
人
に
即
し
て
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
よ
う
。
ま

ず
、
木
頭
村
内
之
瀬
株
小
家
の
茂
吉
の
場
合
で
あ
る
（
薄
い
網
掛
け
）。
彼
は
、
湯
浅
家
か
ら

三
ヶ
所
（
2
〜
4
）
の
切
畑
（
部
分
）
を
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
か
ら
天
保
六
年
・
七
年

（
一
八
三
六
・
一
八
三
七
）
ま
で
六
年
余
借
り
受
け
た
後
、
翌
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら

最
大
で
同
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
か
け
て
前
回
と
は
全
く
異
な
る
四
ヶ
所
（
32
〜
35
）
の
切

畑
（
部
分
）
を
借
り
、
五
年
後
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
に
一
ヶ
所
（
54
）、
嘉
永
五
年
に
二

ヶ
所
（
64
・
65
）、
さ
ら
に
同
七
年
（
一
八
五
四
）
に
一
ヶ
所
（
72
）、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

に
一
ヶ
所
（
81
）
を
そ
れ
ぞ
れ
借
り
受
け
て
い
る
。
茂
吉
の
場
合
ほ
ど
連
年
で
は
な
い
が
、
内

之
瀬
株
小
家
の
七
蔵
の
場
合
（
12
・
19
・
36
）
や
、
仁
義
株
小
家
の
鹿
蔵
の
場
合
（
29
・
30
・

42
・
43
）
な
ど
も
、
繰
り
返
し
湯
浅
家
か
ら
切
畑
（
部
分
）
を
借
り
受
け
て
い
る
。
な
か
に
は

同
じ
地
名
を
続
け
て
借
り
受
け
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
湯
浅
家
が
所
持
す
る
あ

ち
こ
ち
の
切
畑
（
部
分
）
を
、
借
り
受
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
だ
け
焼
畑
小
作

で
は
、
借
用
主
と
土
地
と
の
結
合
が
弱
か
っ
た
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
湯
浅
家
の
意
思
に
基

づ
い
て
、
ど
の
切
畑
（
部
分
）
を
貸
し
付
け
る
か
が
決
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷
山
手
銀
の
回
収
方
法

さ
て
、
切
畑
貸
付
の
見
返
り
と
し
て
、
借
用
主
か
ら
は
、
貸
付
主
に
対
し
代
銀（「
山
手
銀
」）

が
納
入
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
切
畑
（
部
分
）
利
用
料
に
あ
た
る
「
山
手
銀
」
は
、
史
料
5
に

み
え
る
よ
う
に
、
貸
付
期
間
内
に
順
次
納
入
さ
れ
て
い
た
。
全
一
〇
九
件
中
完
済
さ
れ
て
い
る

の
は
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
七
〇
件
（
六
四
・
二
％
）
に
及
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
湯
浅
家

の
経
営
全
体
の
中
で
、
山
手
銀
が
ど
れ
だ
け
の
収
入
と
な
っ
て
い
た
の
か
は
、
史
料
的
限
界
か

ら
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
山
手
銀
は
多
く
の
場
合
、
史
料
5
の
よ
う
に
現
銀
ま
た
は
銀
札
で
納
入
さ
れ
て

い
た
が
、
中
に
は
労
賃
で
返
済
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
銀
納
が
中
心
で
、
不
足
分
を
労
賃
で
相
殺
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
仁
義
株
小
家
・

八
太
郞
の
場
合（
9
・
10
）、
貸
付
期
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
卯
年（
天
保
二
年〈
一
八
三
一
〉）・

巳
年
と
現
銀
で
納
め
た
が
、
未
納
分
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
は
辰
年
に
湯
浅
家
の
塩
荷
物
を
運

搬
し
た
際
の
駄
賃
に
よ
っ
て
相
殺
し
、
完
済
し
て
い
る
。
ま
た
、
湯
浅
株
小
家
・
折
平
の
場
合

（
46
）、
伐
畑
二
ヶ
所
を
借
り
受
け
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
夏
よ
り
伐
込
し
て
焼
畑
農
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
前
年
の
六
月
に
、
手
付
銀
で
あ
ろ
う
か
銀
一
〇
匁
を
納
め
、
翌

年
は
下
流
か
ら
の
塩
二
俵
の
駄
賃
と
、
下
流
へ
の
棕
櫚
皮
駄
賃
に
よ
っ
て
、
銀
七
匁
分
を
相
殺

し
、
残
る
分
を
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
銀
子
で
返
済
し
て
い
る
。
塩
の
運
搬
は
、
湯
浅
家

近世後期の焼畑小作と村社会 ――阿波国那賀郡木頭村を中心に――

―２６５―



作次郎
作

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

（6年）
（5年）
（3年）

10年

（1年）

11年

15年

6年

6年

6年
6年

（1年）

6年
6年

6年

（2年）

（1年）
（前払）

（2年）
（1年）
（1年）

（2年）

（1年）
（2年）
（前払）
（3年）

（4年）

16年

（嘉永6．3．29）
（嘉永7．7．12）
（嘉永3．6．19）

（嘉永5．－．－）

（安政2．3．晦）

（安政3．5．2）

（安政2．5．28）

（安政4．9．24）

（安政4．6．4）
（安政4．6．4）

（安政5．4．22）
（安政4．12．29）
（安政5．6．15）

（安政6．6．26）

（安政5．7．2）
（安政6．12．4）
（安政2．6．29）
（万延元．7．20）

（万延元．7．20）

嘉永元（1848）
嘉永3年（1850）
嘉永元年（1848）
嘉永3年（1850）
嘉永3年（1850）
嘉永3年（1850）
嘉永4年（1851）
（嘉永5・1852）
（嘉永5・1852）
嘉永6年（1853）
嘉永5年（1852）
嘉永5年（1852）
嘉永5年（1852）
嘉永5年（1852）
嘉永6年（1853）
嘉永6年（1853）

嘉永5年（1852）

嘉永5年（1852）
嘉永6年（1853）

嘉永7年（1854）

嘉永5年（1852）

嘉永7年（1854）

嘉永7年（1854）

嘉永7年（1854）

嘉永7年（1854）

嘉永7年（1854）
安政2年（1855）
安政2年（1855）

安政2年（1855）

安政2年（1855）
安政3年（1856）
安政2年（1855）
安政2年（1855）

安政3年（1856）

安政3年（1856）

安政3年（1856）
安政4年（1857）
安政5年（1858）
（安政4年・1857）
安政4年（1857）
安政4年（1857）
安政5年（1858）

安政5年（1858）

安政5年（1858）
安政5年（1858）
安政3年（1856）
安政5年（1858）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政6年（1859）
安政5年（1858）

100目
55匁
15匁

36匁
22匁

（90目）
（40目）
550目

8匁
27匁
10匁
10匁
4匁

30目

100目
（20目）

100目

110匁

19匁

17匁

4匁

5匁
24匁
30目

100目

90目

27匁
8匁
100目
15匁

48匁

60目
35匁
10匁

50目
10匁
100目

16匁

10匁
10匁
13匁
13匁

10匁

10匁
10匁

170目

【木頭】仁義
【木頭】？仁義
【木頭】？
【木頭】内之瀬
【木頭】仁義
【木頭】？
【木頭】？
【木頭】？仁義
【木頭】？仁義
【木頭】？仁義
【木頭】仁義
【木頭】？
【木頭】？仁義
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬

海部郡二ツ石

【木頭】内之瀬
海部郡松久保

海部郡下司

坂州村寺谷

【木頭】内之瀬

海部郡下司

海部郡松久保

海部郡松久保

【木頭】仁義
【木頭】内之瀬
海部郡堂野尾

【木頭】内之瀬

拝宮村松尾
【木頭】内之瀬
海部郡松久保
【木頭】内之瀬
拝宮村松尾
拝宮村

【木頭】内之瀬

拝宮村
【木頭】？仁義
【木頭】？仁義
【木頭】？仁義
【木頭】？仁義
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬

【木頭】内之瀬

【木頭】仁義
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】？仁義
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】？仁義
【木頭】仁義
【木頭】？仁義
海部郡松久保
【木頭】内之瀬
【木頭】仁義
【木頭】内之瀬
当山村

宇太郎
かふふり・浅吉
安次
内野瀬・茂吉
仁義・嘉蔵
桑野さこ・安次
桑野さこ・安次
上田・重吉
上田・作次
下田・慶太郎
瀧之首・若十郎
桑野坂・忠兵衛
下田・慶太郎
内野瀬・茂吉
内野瀬・茂吉
内野瀬・亀吉
海部郡二ツ石・兵左
衛門
内野瀬・重松
海部郡松久保・役太
海部郡下司・国蔵・
元三郎
坂州村寺谷・熊次郞
株中
内野瀬・茂吉
海部郡下司堂野尾・
新蔵
海部郡松野久保・仁
蔵
海部郡松野久保・仁
蔵
かふぶり・浅吉
内野瀬・市之助
海部郡堂野尾・新蔵

内野瀬・宮蔵

拝宮村松之尾・友次
茂吉
海部郡松久保・仁蔵
内野瀬・市之助
拝宮村松尾・安次
拝宮村兼蔵

市之助

拝宮村・直蔵・兼蔵
下田・浦之助
下田・浦之助
かふぶり・新左衛門
菊太
内野瀬・兼蔵
内野瀬・宮蔵

内野瀬・兼蔵

じりとふ・悦蔵
内野瀬・市之助
内野瀬・役次
内野瀬・役次
瀧之首・金次
内野瀬・役次
内野瀬・兼蔵
下田・浦之助
瀧之首・若十郎
下田・梅太郎
海部郡松久保・権太
内之瀬・亀吉
しりとふ・悦蔵
内之瀬・市之助
当山村・政吉・岩吉

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1
1
1

1

1
1
1
1
1
1

1

1
1
1
1
1
1
1

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

登り坂
建石之下モ
うつゆ谷奥山こもち石
ほをのみぞ
建石之向平より下モ平
桑野さこの上エ
うつゆ谷建石の奥さこ
藤ごふその前祭堂之間
入江上エ立石の下タ
八久保
藤ごふそ
地神森丑のねや野の奥ク
八久保之下モ横畑
内野瀬大田之きし道之下
内野瀬大田之きし道の下
内野瀬大田之きし道の下

藤ごふその上エまろ

おんば作
（記載なし）

かんばのさこ

朴之たを

朴野みぞのさこ

建石之上エ

文蔵伐畑之口

仁義株かや野の口

建石之向つうゑのあたま
彦次郎之上エ
杉野尾

市之内森之向横瀧之上エ

川尻向たを首の西
朴野みぞ
彦次郎の西
建石之下り
鏡之崖
みな口小田の上エ
梅之久保内野株之社下タ横
瀧之西
川尻向たをノ首之西
祭り堂之西，しりなし尾
祭り堂之東，大石之上エ
建石の向
水ふねの久保
内野瀬向
八久保の前
ゑごの上エかう谷の西瀧社
下タ
楠尾おんば作之がわ
内野瀬向小新開之上エさこ
内野瀬向かく谷右之き荒
みな口小田のさこ伐挟
エコノ上エ
水舟之久保
田之下モ
のぼり坂いたづりざこ
登り堂之西なし尾
登り堂之西なし尾
藤ごその前エ
ほふのみぞ之上エ切ばさみ
花みぞ
いたづりざこのぼり坂
みさご境

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑

伐畑

伐畑

伐畑

伐畑

伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

67

68
69

70

71

72

73

74

75

76
77
78

79

80
81
82
83
84
85

86

87
88
89
90
91
92
93

94

95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
典拠：文政10年正月「伐畑山手銀貸シ 其余貸シ覚帳」［BB1－1－11－2］
註：「種別」（伐畑・山・畑）や「貸付相手」は記載のまま記した。「村・株」欄では，「貸付相手」欄に記述がない場合は，棟付改帳の情報など

をもとに筆者が補足した。

町 田 哲
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作人

宇太次
作り

又兵衛
作り

戌年伐
入

□次作

七蔵・
岩次作り

重八作
共

済

○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

期間

6年

6年
（3枚
ごと）

10年
14年
17年
8年

6年

15年

14年

（10年）

（7年）

（1年）

（7年）

5年

6年

4年

（3年）
（1年）

（10年）

（3年）

5年

6年

（2年）
（1年）

終了時期
（最終代金請取）

（文政11．3．9）

天保6（1835）．
－．－

天保7．6．－
天保7．6．－

天保2（1831）．4．7
天保7（1836）．4．8

（天保9．7．5）

天保9．7．11済

（天保9．7．11）

天保4．5．23

（天保6．12．26）

（天保9．7．18）

（天保10・1839）
（天保10・1839）
（天保12・1841）
（天保12・1841）
安政2．3．11

嘉永2．5．8

（安政5．6．－）

安政2．6．25

（嘉永4．10．21）

（安政4．6．14）

（安政3．7．－）
嘉永4．3．21
（嘉永3．4．17）

貸付開始時期

（文政6・1823）

文政11年（1828）

文政10年（1827）
文政10年（1827）
文政10年（1827）
文政10年（1827）

文政11年（1828）

文政12年（1829）

文政12年（1829）

（文政12年4．17）

（天保元・2年）
（天保2年・1831）
（天保2年・1831）

（天保9年・1838）

（文政10年・1827）

（天保4年・1833）

天保8年（1837）
草刈野

天保8年（1837）

一生切

（文政10年・1827）
（天保6年・1835）
（天保9年・1838）

（天保9年・1838）

弘化3年（1846）

天保8（1837）．6．－
天保10（1839）．6．－

（嘉永6・1853）

弘化3年

嘉永2年（1849）

安政2年（1855）
嘉永2年（1849）
嘉永2年（1849）

嘉永3年（1850）

嘉永3年（1850）

（嘉永3年・1850）
嘉永3年（1850）

貸付代銀

103匁 両8分7
厘5毛

金1両

70目
103匁5分
80目
60目

65匁2厘

40目

金2両1歩2朱
＝159匁6分
500目
（136匁7分6
厘）

（98匁1分）

（8匁）

（129匁7分6
厘）

120目
（142匁2分）

（25匁9分）

（46匁2分）
30目

150目

100目

54匁7分3厘

80目
（20目）
20目
105匁

40目

150目
110匁
40目
30目

村・株

【木頭】仁義

【木頭】内之瀬

【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
拝宮村

【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義

【木頭】内之瀬

海部郡平谷
村・五味
【木頭】
海部郡平谷
村・花の丸
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬

【木頭】内之瀬

海部郡松久保

海部郡松久保

海部郡松久保

海部郡松久保

海部郡松久保

【木頭】内之瀬
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義

【木頭】仁義

【木頭】仁義
【木頭】？
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】内之瀬
【木頭】？
【木頭】轟谷・
湯浅
【木頭】？仁義
当山村
【木頭】？
仁義・仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】？仁義
【木頭】仁義

【木頭】湯浅

【木頭】？仁義
【木頭】仁義
【木頭】仁義
【木頭】内之瀬

貸付相手（名前）

下タ下田・喜和助

内之瀬・茂吉

内之瀬・茂吉
内之瀬・茂吉
拝宮村・安次郎

上田・作次郎
上田・作次郎
上田・作次郎
下田・八太郎
下田・八太郎
かふふり・市太郎

内野瀬・七蔵

海部郡平谷村之内五
味・虎次郎
弁蔵山組14人
海部郡平谷村之内花
の丸・吉蔵
内野瀬・岩次郎
内野瀬・岩次郎
内野瀬・岩次郎

内野瀬・役次・七蔵

海部郡松久保・役太
郎
海部郡松久保・役太
郎
海部郡松久保・役太
郎
海部郡松久保・役太
郎
海部郡松久保・役太
郎
内野瀬・冨路？
仁義・佐太郎
仁義・佐太郎
下田・伊勢太郎

上田・鹿蔵

上田・鹿蔵
下田・宇太郎
内野瀬・茂吉
内野瀬・茂吉
内野瀬・茂吉
内野瀬・茂吉
内野瀬・七蔵
下田・元蔵

磯吉・種次

浅吉
当山村・弁蔵

重吉・左太郎

鹿蔵
鹿蔵
慶太郎
作次郞

折平

下田・慶太郎
下田・八太郎
尻東・悦蔵
重松

数

1

1

1
1
3

1
1
1

1

1

1

1

2
1
1

1

1

1

1

1

1

1
1
1
1

1

1
1
1
1
1
1
1
1

1

1
1

1

1
1
1
1

2

1
1
1
1

貸付場所

広瀬山ゑんとうしりの北

上り立の久保，源六作之内，
下モ久保

内野瀬向中津の谷
大人の横畑権之助作
かきざこ

はで床
かんば作り
市の内森ノ向横瀧之上
ふじごそ前祭りどの上
梅の久保下タ横瀧ノ西
（記載なし）

ふしごそ

川尻境杉之尾

八久保山

（記載なし）

内ノ瀬向上り立之面
朴野溝
楠の尾野々脇とも

みな口

市之内かんさこの下

ふじごそ

（記載なし）

松久保之上さこ合

ふしごそバ久保あゑ立の久
保
（記載なし）
暮レ石ノ久保
川尻向た尾首ノ西
市ノうら森ノ上
登り坂いたずりさこ下モカ
ハ
広瀬上
ふじごその前祭りどの上
大人
祭りどの西
楠の尾向中尾
水松の奥の下
くれ石の久保
藤ごをそ下モ

広瀬山

ゑんどふ尻
鏡之崖

ゑんどふ尻蔭山

広瀬山やうら石西
広瀬山ゑんでふ尻
彦次郎
あせび石
あせび石の上へ，細尾根之
上
かきざこ
かきざこ
かきのほて
楠の尾野之尻

種別

畑

伐畑

山
山
伐畑

山畑
山畑
山
伐畑
伐畑
伐畑

山

伐畑

伐畑

伐畑

山畑
山畑
山畑

畑

山畠

山畠

山畠

山畠

山

伐畑
山
山
山

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
伐畑
山畠
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

伐畑

伐畑
伐畑
伐畑
伐畑

記
載
順

1

2

3
4
5

6
7
8
9
10
11

12

13

14

15

16
17
18

19

20

21

22

23

24

25
26
27
28

29

30
31
32
33
34
35
36
37

38

39
40

41

42
43
44
45

46

47
48
49
50

表1 木頭村湯浅家による切畑貸付

近世後期の焼畑小作と村社会 ――阿波国那賀郡木頭村を中心に――
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内 容

弐朱1つ

弐朱1つ

1つ

塩駄賃

入銀時期

卯年

卯年

巳年入

巳年入

辰年冬

合計

内 訳

8匁5分

2匁

8匁4分

4匁2分

6匁

29匁1分

内 容

自身ゟ受取

亥正月12日晩，塩2俵駄賃
棕櫚皮750枚駄賃とも

自身直キ受取

入銀時期

酉6月19日

嘉永4年亥

安政4年6月

内 訳

10匁

7匁

23匁

内 容

桶屋賃ニ而入，2人役

おりん日雇賃ニ而入，2人役

鹿蔵日雇賃ニ而入，7人役

飛脚賃ニ而入

鹿蔵，麦取，1人役

田草取り，鹿蔵1人役

山伐賃，鹿蔵1人役

関せき，鹿蔵賃，2人工

二朱入

入銀時期

戌年冬

亥春

戌8月勤

合計

内 訳

1匁

1匁4分

6匁3分

4匁

8分

9分

1匁2分

2匁

8匁 3厘

25匁6分3厘

内 容

麦取りばた，1人役

茂吉田草取，こへ草，1人役

おけさ，5人役賃

茂吉，4人役賃，天神原引

飛脚賃余り入

田曳賃

おりん日雇賃，中次畑代

飛脚賃余りニ而入

右夫々算用相済

入銀時期

亥7月

亥5月

合計

内 訳

7分

2匁3分

3匁5分

4匁

2匁

1匁

3匁8分

17匁3分

内 容

日雇賃，2人役，1人6分宛，本文之通山代入，自身ゟ入

日雇賃，3人役，1人5分宛，本文之通山代入銀，

日雇5人役，1人賃6分宛，本文之通山手銀入銀

日雇2人役，1人賃5分宛，本文之通山手銀入銀

麦之草取，1人役日雇ニ而入ル

1人役日雇ニ而入ル

9人役日雇，1人役6分宛，5匁4分之内1匁ハ銀札ニ而
渡，残本文之通山手銀ニ入

日雇19人役，1人賃6分宛，本文之通

日雇4人役，1人賃5分宛，本文之通入銀

入銀時期

12月

6月

嘉永6丑年夏

嘉永6丑年冬

嘉永7寅2月

嘉永7寅年4月13日

嘉永7寅年7月5日
ゟ13日迄

嘉永7寅年閏7月

合計

内 訳

1匁2分

1匁5分

3匁

1匁

4分

4分

4匁4分

11匁4分

2匁

25匁3分

表2 切畑貸付の駄賃・日雇賃による山手銀上納

・伐1所30目 処ハ大人，天保8酉年6月
・伐1枚［記載なし］処ハ祭りどの，初天保10亥6月

文政10年正月「伐畑山手銀貸シ 其余貸シ覚帳」［BB1－1－11］

表2－2 湯浅・折平（46）の場合
・伐畑2ヶ所 あせび石の上・字細尾根之上 重八作
代銀40目 嘉永3年（1850）戌夏ゟ伐入 5年

表2－4 内野瀬・茂吉（32・33）の場合

表2－1 下田・八太郎（9・10）の場合

表2－3 上田・鹿蔵（29）の場合
・伐畑1ヶ所数枚 処ハ登り坂いたずりさこ，下モカハ代
［記載なし］

表2－5 瀧之首・若十郎（61）の場合
・伐畑1ヶ所 所ハ藤ごふそ，伊勢太作之分
代［記載なし］，嘉永5子年より伐入

町 田 哲
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分
だ
け
な
の
か
、
同
族
団
ら
の
分
も
含
ん
で
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
高
瀬

船
の
遡
上
限
界
で
あ
る
音
谷
・
桜
谷
・
小
浜
三
ヶ
村
か
ら
の
駄
賃
分
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ

ば
、
い
ず
れ
も
一
日
分
の
労
賃
と
推
定
さ
れ
る
。
後
述
す
る
他
の
労
賃
と
比
べ
て
高
額
で
あ
る

点
は
、
山
里
生
活
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
塩
の
運
搬
が
重
労
働
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
は
日
雇
賃
・
駄
賃
と
い
っ
た
労
賃
で
ほ
と
ん
ど
返
済
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
仁

義
株
小
家
・
鹿
蔵
（
29
）
や
、
内
之
瀬
株
小
家
・
茂
吉
（
32
・
33
）
の
場
合
も
、
正
確
な
貸
付

期
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
湯
浅
家
の
手
作
経
営
に
お
け
る
麦
取
・
田
草
取
・
山
伐
の
賃
銀
ほ

か
、
飛
脚
賃
・「
関
せ
き
」（
用
水
関
係
の
労
賃
カ
）
と
い
っ
た
村
役
関
係
の
労
賃
、
さ
ら
に
は

家
族
女
性
で
あ
ろ
う
「
お
り
ん
」「
お
け
さ
」
の
賃
銀
に
よ
っ
て
相
殺
し
て
い
る
。
山
里
の
女

性
労
働
の
あ
り
方
が
う
か
が
え
る
点
で
、
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
仁
義
株
小
家
・
若
十

郎
（
61
）
の
場
合
は
、
す
べ
て
を
日
雇
賃
で
返
済
し
て
い
る
。
し
か
も
伐
入
開
始
の
二
年
後
に

相
当
す
る
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
七
月
に
は
九
日
分
、
翌
閏
七
月
に
は
実
に
一
九
日
分
も
日

雇
を
勤
め
る
こ
と
で
、
相
殺
し
て
い
る
。
月
の
三
分
の
二
を
湯
浅
家
の
経
営
に
関
わ
る
雑
労
働

に
従
事
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
で
山
手
銀
の
す
べ
て
が
納
入
さ
れ
た
か
こ
と

に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
一
九
世
紀
前
半
の
木
頭
村
に
お
け
る
賃
銀
相
場
を
整
理
し

た
の
が
、
表
3
で
あ
る
。
前
述
の
塩
駄
賃
は
別
格
で
あ
る
が
、
農
作
業
で
最
も
高
い
賃
銀
は
田

草
取
と
肥
草
の
伐
採
と
投
入
を
行
う
場
合
、
あ
る
い
は
焼
畑
前
の
山
伐
で
あ
り
、
つ
い
で
田
の

代
掻
や
草
取
で
、
麦
取
や
麦
草
取
は
田
よ
り
賃
銀
が
低
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
農
業
労
働
以
外

の
労
賃
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
日
雇
」
は
季
節
や
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
変
動
す
る
が
、

男
女
と
も
銀
六
分
前
後
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
労
賃
に
よ
る
返
済
は
、
他
に
は
元
蔵（
37
）・
安
次（
53
）・
内
之
瀬
株
兼
蔵（
94
）

の
場
合
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
全
体
の

中
で
は
数
は
多
く
な
い
。
こ
う
し
た
事

例
は
、
銀
子
納
入
が
困
難
な
場
合
に
限

定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け

換
銀
可
能
な
産
物
流
通
や
稼
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
実
際
に
は
相
殺
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
湯
浅
家
へ
の
労
働
従

事
に
対
し
て
賃
銀
が
見
込
ま
れ
て
い
る

点
は
、
株
内
構
成
員
の
よ
う
に
、
湯
浅

家
に
対
し
て
労
働
を
無
償
提
供
す
る
と
い
う
段
階
（
17
）
を
脱
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

一
方
で
は
、
実
際
に
湯
浅
家
の
手
作
経
営
に
（
部
分
的
な
が
ら
も
）
直
接
参
加
す
る
こ
と
で
山

手
銀
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
単
純
な
銀
子
で
の
返
済
よ
り
も
、
貸
付
主
で
あ

る
湯
浅
家
へ
の
従
属
性
は
強
い
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
労
賃
に
よ
る
返
済
（
相
殺
）
を
確
認

で
き
る
の
が
、
木
頭
村
内
部
の
構
成
員
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
他
村
構
成
員
へ
の
切
畑
貸
付
に

は
一
切
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
も
、
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

⑸
小
括

以
上
の
分
析
か
ら
、
木
頭
村
と
り
わ
け
湯
浅
家
を
中
心
と
し
た
切
畑
貸
付
の
実
態
に
つ
い

て
、
ま
と
め
よ
う
。

①
阿
波
国
那
賀
川
北
股
筋
に
お
い
て
は
、
本
家
筋
の
家
が
慶
長
検
地
に
登
録
さ
れ
た
「
切
畑
」

を
所
持
し
、
分
家
ら
は
そ
の
差
配
の
も
と
で
焼
畑
農
業
を
実
現
す
る
と
い
う
慣
行
が
本
源
的

に
存
在
し
て
い
た
。

②
①
が
あ
く
ま
で
慣
行
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
発
的
に
一
八
世
紀
中
頃
に
は
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
切
畑
貸
付
と
は
、「
切
畑
」
の
内
部
を
細
分
化
し
た
土
地
（
切
畑
（
部
分
））
を
、
契

約
に
よ
っ
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
契
約
と
い
っ
て
も
貸
付
主
で
あ
る
湯
浅

家
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
に
、
借
用
主
が
従
属
す
る
形
で
実
現
し
た
。
こ
の
あ
り
方
が
、

当
該
期
の
「
焼
畑
小
作
」
の
実
態
で
あ
っ
た
。

③
貸
付
主
は
、「
元
捨
」
売
買
と
い
う
独
特
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
貸
付
場
所
・
期
間
・
利

用
料
（「
山
手
銀
」）
を
決
め
た
上
で
、
借
用
主
に
数
年
に
わ
た
っ
て
貸
し
付
け
た
。
借
用
主

は
、
貸
し
付
け
ら
れ
た
切
畑
（
部
分
）
を
期
間
中
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、「
山
手

銀
」
と
称
さ
れ
る
利
用
料
を
期
間
中
に
分
割
し
て
納
入
し
、
期
間
が
終
わ
る
と
貸
付
主
に
切

畑
（
部
分
）
を
返
還
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
。

④
湯
浅
家
で
は
、
株
内
で
の
切
畑
利
用
慣
行
（
①
）
を
温
存
し
た
ま
ま
、
湯
浅
株
以
外
の
村
落

構
成
員
（
仁
義
株
・
内
之
瀬
株
）
や
近
接
す
る
村
落
構
成
員
に
対
し
て
、
切
畑
貸
付
を
行
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
同
じ
「
切
畑
」
の
中
で
、〈
切
畑
を
独
占
す
る
壱
家
を
中
心
と
し
た
、
株

内
部
で
の
用
益
権
の
分
配
〉（
①
）、
と〈
契
約
に
基
づ
く
切
畑
の
部
分
貸
付（＝

焼
畑
小
作
）〉

（
②
）
の
二
つ
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
湯
浅
家
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
ら
の
切
畑
所

持
に
基
づ
き
な
が
ら
、
株
内
で
の
統
合
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
維
持
し
な
が
ら
、
株
を
こ
え
た
切
畑

貸
付
（
焼
畑
小
作
）
に
よ
っ
て
、
性
格
の
異
な
る
新
た
な
関
係
を
周
囲
に
拡
大
し
て
い
っ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤
一
方
、
借
用
主
で
あ
る
各
小
家
に
と
っ
て
、
焼
畑
小
作
は
、
本
家
筋
の
家
以
外
か
ら
焼
畑
耕

賃銀（匁）

6～7匁
2匁3分
1匁2分
1匁
9分
7～8分
4分
5～6分
7分

種 類

塩駄賃
田草取・肥草入
山伐銀
田曳賃
田草取
麦取銀
麦草取
日雇賃（男性）
日雇賃（女性）

典拠：文政10年（1827）正月
「伐畑山手銀貸シ 其余貸
シ覚帳」［BB1－1－11－
2］
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作
の
機
会
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
各
小
家
に
と
っ
て
焼
畑
耕
作
は
、
そ
れ
ま
で
自
ら

の
属
す
る
壱
家
の
も
と
で
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
て
い
た
が
（
①
）、
焼
畑
小
作
の
展
開
に

よ
っ
て
必
ず
し
も
そ
れ
に
拘
ら
ず
と
も
焼
畑
耕
作
が
可
能
と
な
っ
た
点
で
、
一
面
で
は
選
択

肢
が
増
え
た
と
も
い
え
よ
う
（
18
）。
こ
の
こ
と
は
、
切
畑
で
の
用
益
が
そ
の
中
心
的
位
置
を

な
す
当
該
地
域
に
お
い
て
、
村
内
の
社
会
関
係
に
少
な
か
ら
ざ
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
当
該
地
域
で
は
一
八
世
紀
末
以
降
、
小
家
の
側
が
切
畑
分
割
を
要
求

す
る
な
ど
、
壱
家
の
切
畑
所
持
を
相
対
化
す
る
動
向
が
各
地
で
惹
起
す
る
が
（
19
）、
焼
畑
小

作
の
展
開
と
の
関
連
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑥
と
は
い
え
、
焼
畑
小
作
に
は
銀
子
納
入
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
一
見
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
に
受
け

取
ら
れ
が
ち
な
焼
畑
耕
作
に
も
、
商
品
流
通
等
に
よ
る
現
銀
確
保
が
前
提
と
な
る
新
た
な
段

階
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
切
畑
等
で
の
産
物
生
産
と
流
通
に
よ
る
現
銀
確
保
の

機
会
や
、
日
用
労
働
の
機
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
産
物
生
産
・

流
通
や
稼
が
い
か
に
展
開
し
て
い
た
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
検
討
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。

三

周
辺
村
に
お
け
る
切
畑
の
〝
売
買
〞

⑴
切
畑
売
買
値
段
の
地
域
的
格
差

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
頭
村
と
そ
の
周
辺
で
貸
付
ら
れ
た
切
畑
（
部
分
）
で
は
、
基
本

的
に
焼
畑
農
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
切
畑
貸
付
は
同
時
に
焼
畑
小
作
を
意
味
し
て

い
た
。し
か
し
、湯
浅
家
が
組
頭
庄
屋
と
し
て
管
轄
し
て
い
た
木
頭
組
村
二
五
ヶ
村
の
中
で
も
、

切
畑
の
地
が
、
焼
畑
農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
さ
れ
た
場
合
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
あ
げ
る
史
料
6
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
〇
月
に
木
頭
村
湯
浅
重
次
郎
が
、

同
じ
組
頭
庄
屋
で
あ
る
田
渕
弥
十
郎
に
提
出
し
た
「
木
頭
組
村
々
田
畠

伐
畑
譲
地
五
ヶ
年
切

売
地
代
米
取
調
指
出
帳
」
の
一
部
で
あ
る
。

那
賀
川
流
域
で
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
に
、
藩
が
上
流
域
の
山
方
百
姓
に
対
し

趣
法
銀
を
貸
し
付
け
、
多
様
な
産
物
を
那
賀
川
河
口
（
領
家
村
）
の
天
神
原
引
請
所
に
廻
送
さ

せ
こ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
で
趣
法
銀
を
回
収
す
る
と
い
う
、「
仁
宇
谷
産
物
趣
法
」
を
導
入
し

て
い
た
（
20
）。
し
か
し
実
際
に
は
天
神
原
引
請
所
に
廻
送
せ
ず
に
販
売
す
る
「
抜
荷
」
が
横
行

し
て
い
た
。
そ
こ
で
天
保
一
一
年
三
月
以
降
、
藩
側
と
、
趣
法
を
運
営
す
る
元
方
ら
は
取
締
を

強
化
し
、
同
年
九
月
に
は
産
物
の
買
集
と
廻
送
の
両
面
で
具
体
的
な
統
制
を
行
う
な
ど
、
趣
法

銀
の
回
収
を
目
指
し
て
い
た
。
田
渕
弥
十
郎
と
湯
浅
重
次
郎
は
こ
の
趣
法
の
元
方
三
人
の
う
ち

の
二
人
で
あ
る
。
史
料
6
は
、
仁
宇
谷
産
物
趣
法
銀
の
回
収
に
伴
う
土
地
売
買
値
段
調
査
の
一

環
で
作
成
さ
れ
た
帳
面
（
控
）
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
6
】（
21
）

当
村
々
之
義
、
田
畠
譲
地

五
ヶ
年
切
売
地
等
、
上
中
下
ニ
相
当
壱
反
ニ
付
何
程
之
代
米

と
申
唱
売
買
仕
来
り
候
義
ハ
無
御
座
候
、
年
々
御
年
貢
代
始
諸
上
納
銀

入
用
銀
大
借
之

者
、
銀
主
方
へ
為
仕
解
譲
地
又
ハ
五
ヶ
年
切
売
地
相
渡
有
之
候
得
共
、
地
面
上
中
下
ニ
不

相
拘
、
扣
家
督
之
内
借
銀
仕
解
ニ
押
当
、
不
相
応
之
代
銀
ヲ
も
救
助
之
熟
談
ニ
而
銀
主
方

へ
地
面
請
取
候
様
之
是
迄
之
運
故
、
今
更
上
中
下
と
取
分
記
上
候
様
難
出
来
義
ニ
御
座

候
、地
盤
田
畠
無
少
処
ゟ
人
別
家
督
譲
地
五
ヶ
年
売
地
等
ニ
相
放
シ
不
申
、相
民
厚
申
談
、

大
借
ニ
而
無
拠
義
ハ
前
段
之
懸
り
銀
主
方
へ
押
当
、
救
助
之
扱
等
ニ
相
運
候
様
之
懸
り
、

旁
上
中
下
代
米
何
程
と
申
唱
候
義
も
無
之
哉
ニ
相
見
へ
候
、
伐
畑
之
義
ハ
、
上
中
下
之
見

込
ヲ
以
弐
三
ヶ
年
ゟ
三
拾
ヶ
年
位
之
年
限
ヲ
以
、
元
銀
捨
リ
ニ
而
年
々
売
買
仕
候
儀
故
、

左
ニ
村
切
上
中
下
株
立
代
銀
取
分
指
出
候

（
貼
紙
）「
伐
畑
山
譲
地
又
ハ
五
ヶ
年
切
元
米
返
ニ
相
渡
候
義
も
、
借
方
仕
解
田
畠

同
断
之
引
合
ニ
而
相
渡
シ
有
之
候
、
此
段
付
紙
ヲ
以
申
出
候
」

こ
の
時
の
取
締
で
は
、
田
畠
・
伐
畑
の
売
買
値
段
を
上
・
中
・
下
の
三
つ
に
ラ
ン
ク
付
け
し

て
届
け
出
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
湯
浅
重
次
郎
は
、
前
半
部
分
で
、
田
畠

に
つ
い
て
は
、
一
反
あ
た
り
の
代
米
を
上
・
中
・
下
で
売
買
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
ラ
ン
ク

別
に
記
載
す
る
こ
と
が
難
し
い
点
を
述
べ
て
い
る
。
田
畠
の
売
買
は
、
年
貢
・
諸
上
納
銀
・
諸

入
用
銀
を
納
入
で
き
ず
に
「
大
借
」
と
な
っ
た
者
が
、
肩
代
わ
り
し
た
「
銀
主
」
へ
の
「
仕
解
」

つ
ま
り
借
銀
整
理
の
た
め
に
、
譲
地
・
売
地
す
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
売

地
値
段
は
、
土
地
の
善
し
悪
し
や
、
借
銀
分
と
の
対
応
関
係
は
関
係
な
い
、
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
、
切
畑
の
場
合
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
傍
線
部
に
み
え
る
よ
う
に
、
切
畑

は
、
上
・
中
・
下
の
見
込
み
で
、
短
い
場
合
は
二
、
三
年
、
長
い
場
合
は
三
〇
年
の
期
間
を
区

切
っ
て
、「
元
捨
」
売
買
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
第
一
章
・
第
二
章
で
検
討
し
た
「
元

捨
」
に
よ
る
切
畑
売
買
、
つ
ま
り
切
畑
貸
付
が
木
頭
組
村
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
対
象
と
な
る
切
畑
の
状
況
に
応
じ
て
値
段
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、
貼
紙
記
載
に
よ
れ
ば
、
切
畑
を
対
象
に
「
譲
地
」「
元
米
返
売
買
」
も
存
在
し
た
が
、

そ
の
場
合
は
、
田
畠
の
場
合
と
同
様
に
、
借
銀
整
理
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
代
銀
調

査
を
実
施
し
た「
元
捨
」売
買
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
逆
に「
元

捨
」
売
買
は
や
は
り
借
銀
返
済
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
切
畑
貸
付
に
よ
る
山
手
銀
収
入

を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。

以
上
の
点
を
前
提
に
、
木
頭
組
二
五
ヶ
村
の
切
畑
（
部
分
）
売
買
値
段
を
見
て
い
こ
う
。
史

料
6
の
記
述
の
後
に
、
湯
浅
重
次
郎
が
報
告
し
た
一
反
あ
た
り
の
切
畑
売
買
値
段
を
村
ご
と
に

町 田 哲
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示
し
た
の
が
、
表
4
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
村
の
中
で
も
切
畑
の
状
況
に
よ
り
値
段
の
差
が
か

な
り
存
在
す
る
が
、
上
ラ
ン
ク
に
注
目
し
て
み
る
と
、
ａ
那
賀
川
北
股
筋
の
最
上
流
に
位
置
す

る
沢
谷
か
ら
岩
倉
と
い
っ
た
村
々
で
は
、
一
反
あ
た
り
銀
八
〜
一
二
匁
、
ｂ
木
頭
村
を
含
む
そ

れ
以
外
の
北
股
筋
の
村
々
で
は
一
五
〜
二
六
匁
、
そ
し
て
ｃ
那
賀
川
（
本
流
）
の
中
流
に
位
置

す
る
音
谷
・
桜
谷
・
小
浜
・
臼
ヶ
谷
の
四
ヶ
村
の
場
合
は
銀
六
〇
〜
八
〇
目
と
な
っ
て
い
る
。

一
目
し
て
、
ｃ
の
四
ヶ
村
が
突
出
し
て
代
銀
が
高
い
点
が
う
か
が
え
る
。
代
銀
の
最
高
額
と
最

低
額
の
差
は
、
上
ラ
ン
ク
・
中
ラ
ン
ク
で
実
に
一
〇
倍
、
下
ラ
ン
ク
で
は
二
〇
倍
と
な
る
。
同

じ
組
村
の
内
部
で
、
切
畑
売
買
代
銀
に
こ
れ
だ
け
格
差
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

各
地
域
に
お
い
て
、
切
畑
の
持
つ
意
味
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑵
那
賀
川
中
流
に
お
け
る
切
畑
利
用

で
は
、
こ
れ
程
ま
で
に
切
畑
売
買
値
段
が
異
な
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

ｃ
地
区
の
う
ち
音
谷
・
桜
谷
・
小
浜
の
三
ヶ
村
は
、
高
瀬
舟
の
遡
上
限
界
に
位
置
し
て
お

り
、「
船
付
村
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
村
々
で
あ
る
（
22
）。
上
流
の
海
部
郡
木
頭
上
下
山
か
ら

の
産
物
や
筏
が
乗
り
付
け
、
こ
れ
を
集
荷
す
る
「
小
寄
人
」
が
多
く
存
在
し
、
か
つ
川
下
し
の

高
瀬
船
の
船
頭
に
荷
物
を
積
入
れ
る
村
柄
で
あ
っ
た
（
23
）。
ま
た
ｃ
地
区
で
は
、
こ
う
し
た
山

方
産
物
の
集
積
地
で
舟
運
が
可
能
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
そ
の
周
辺
村
に
御
林
が
多
数
集
中
し

（
24
）、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
は
那
賀
川
下
流
や
中
流
な
ど
か
ら
請
負
商
人
が
入
り
混
み
、
御

林
内
の
雑
木
を
薪
炭
用
に
確
保
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
25
）。
ま
た
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
御
林

内
部
で
は
定
請
名
負
林
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。定
請
名
負
林
と
は
、御
林
内
の
一
部
と
土
地
を
、

地
元
の
村
落
構
成
員
が
毎
年
少
額
の
運
上
銀
を
上
納
す
る
見
返
り
に
請
け
負
い
、
そ
の
地
の
上

木
を
確
保
す
る
形
態
で
、
小
規
模
な
御
林
に
広
く
み
ら
れ
た
形
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
那
賀
川

中
下
流
の
材
木
・
薪
炭
業
者
が
定
請
名
負
林
の
上
木
利
用
権
を
下
請
し
た
り
、
売
得
に
よ
り
権

利
そ
の
も
の
を
集
積
す
る
こ
と
も
進
行
し
て
い
っ
た
（
26
）。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、ｃ
地
区
の
切
畑
で
は
、ど
の
よ
う
な
用
益
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
さ
さ
か
断
片
的
な
傍
証
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
の
史
料
を
み
て
み
た
い
。

【
史
料
7
】（
27
）

奉
願
上
覚

一
、
私
親
次
郞
左
衛
門
義
、
寛
政
六
寅
年
田
地
・
伐
畑
山
共
五
ヶ
年
切
御
裏
判
ヲ
以
、
大

久
保
村
忠
五
郎
方
へ
私
兄
長
三
郎
名
面
ニ
而
売
渡
御
座
候
処
、
余
程
年
限
も
相
重
り
申

候
得
共
、
困
窮
之
私
義
故
請
返
シ
申
候
手
便
も
無
御
座
候
、
然
処
此
度
他
借
ヲ
以
請
返

シ
申
度
旨
右
忠
五
郎
倅
豊
蔵
方
へ
案
内
仕
候
所
、
上
木
分
伐
取
申
候
跡
ニ
而
請
さ
せ
可

申
候
様
申
候
ニ
附
、
私
共
段
々
入
割
ニ
相
及
候
得
共
、
聞
入
も
無
御
座
、
炭

仕
入
等

候
様
取
申
候
ニ
付
、
何
分
私
義
此
度
少
々
之
上
木
ヲ
当
テ
ニ
仕
請
返
シ
不
申
候
而
ハ
困

窮
之
私
義
故
百
姓
役
も
難
相
立
迷
惑
奉
仕
候
、
何
卒
金
子
調
達
仕
請
返
シ
申
候
迄
御
慈

悲
之
上
ヲ
山
仕
入
御
指
留
メ
被

仰
附
被
下
候
得
ハ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
之
段

重
々
奉
願
上
候
、
以
上

文
政
十
三
八
月

音
谷
村
百
姓

直
左
衛
門
（
印
）

湯
浅
重
次
郎
殿

こ
れ
は
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
に
ｃ
地
区
の
一
つ
音
谷
村
の
直
左
衛
門
が
、
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
の
大
久
保
村
の
豊
蔵
を
相
手
に
訴
え
出
た
、
切
畑
争
論
で
あ
る
。
直

左
衛
門
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
次
郎
左
衛
門
は
、
三
七
年
も
前
に
あ
た
る
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）

に
大
久
保
村
の
豊
蔵
の
父
忠
五
郎
に
対
し
田
地
・
切
畑
を
売
っ
て
い
た
。
長
ら
く
そ
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
た
が
、
他
か
ら
の
借
銀
を
得
る
な
ど
し
て
、
文
政
一
三
年
に
請
返
し
す
る
こ
と
を
豊

蔵
に
申
し
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
豊
蔵
側
は
、
返
還
に
は
同
意
し
た
も
の
の
、
切
畑
の
「
上
木
」

を
伐
採
し
、
こ
れ
を
炭

で
炭
生
産
を
し
た
上
で
戻
そ
う
と
し
、
上
木
確
保
を
目
指
し
た
直
左

衛
門
と
争
論
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
こ
の
争
論
は
、
翌
九
月
に
組
頭
庄
屋
湯
浅
家
の
指
示

で
仲
裁
に
入
っ
た
音
谷
村
肝
煎
八
三
助
に
よ
り
、
直
左
衛
門
が
当
該
の
切
畑
を
請
け
返
し
「
上

木
」
分
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
豊
蔵
が
上
木
代
と
し
て
銀
二
五
〇
目
を
確
保
す
る
こ

と
で
解
決
し
て
い
る
（
28
）。

こ
の
一
件
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
音
谷
村
の
切
畑
で
は
、
焼
畑
農
業
が
想
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
雑
木
山
と
し
て
そ
の
上
木
が
用
益
の
中
心
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
切
畑
が

村
外
の
者
に
転
売
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
大
久
保
村
の
忠
五
郎
―
豊
蔵
親
子
は
、
ほ
か
に

村柄
中
中
上
下
中
下
下
上
下
下
下
上
下
下
下
下
中
下
下
下
下
下
下
下
下

下
40目
30目
30目
20目
8匁
8匁
8匁
6匁
6匁
5匁
10匁
8匁
8匁
7匁
7匁
5匁
3匁
5匁
5匁
5匁
5匁
5匁
5匁
3匁
2匁

中
60目
50目
50目
40目
16匁
18匁
18匁
18匁
18匁
15匁
15匁
15匁
15匁
14匁
14匁
13匁
7匁
8匁
8匁
8匁
8匁
8匁
8匁
6匁
6匁

上
80目
70目
70目
60目
26匁
25匁
25匁
25匁
25匁
25匁
20目
20目
20目
20目
20目
19匁
15匁
12匁
12匁
12匁
12匁
12匁
12匁
10匁
8匁

村名
音谷
桜谷
小浜
臼ヶ谷
木頭
檜曽根
長安
拝宮
日真
懸盤
菖蒲
坂州
東尾
当山
木頭名
阿津江
出り羽
沢谷
高野
寺内
小泉
小畠
横谷
川成
岩倉

ｃ
地
区

ｂ

地

区

ａ

地

区

出典：天保11年（1840）10月「木頭組村々
田畠 伐畑譲地五ヶ年切売地代米
取調指出帳」［E1－76］

表4 木頭組25ヶ村における
切畑1反あたりの代銀

近世後期の焼畑小作と村社会 ――阿波国那賀郡木頭村を中心に――
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も
花
瀬
村
二
俣
御
林
・
音
谷
村
追
立
御
林
と
い
っ
た
周
辺
に
存
在
す
る
御
林
の
定
請
名
負
林
の

名
義
人
に
な
る
な
ど
、
雑
木
山
を
買
い
集
め
、
薪
炭
を
産
出
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
存

在
で
あ
る
（
29
）。
こ
う
し
た
存
在
が
四
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
切
畑
を
所
持
し
、
薪
炭
を
産
出

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
雑
木
の
萌
芽
更
新
が
二
〇
年
前
後
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
時
に
雑
木

が
伐
出
目
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
直
左
衛
門
か
ら
の
請
返
要
求
が
な
け
れ
ば
、
当
該

の
切
畑
で
は
、
忠
五
郎
―
豊
蔵
親
子
は
、
こ
の
時
ま
で
に
少
な
く
と
も
二
回
分
の
雑
木
伐
採
が

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、音
谷
村
で
は
、薪
炭
用
の
雑
木
確
保
を
背
景
と
し
た
同
様
の
切
畑
争
論
と
し
て
、

同
じ
音
谷
村
直
左
衛
門
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
手
放
し
た
切
畑
「
八
ヶ
谷
山
」
を
、
水

崎
村
縫
蔵
か
ら
請
け
戻
そ
う
と
し
て
惹
起
し
た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
九
月
の
争
論
（
30
）

や
、
先
祖
が
二
五
年
切
で
手
放
し
た
切
畑
を
請
け
戻
そ
う
と
し
た
音
谷
村
五
人
組
勇
助
が
、（
購

入
側
）
の
武
平
に
対
し
て
起
こ
し
た
争
論
（
31
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
音

谷
村
の
切
畑
は
雑
木
山
と
し
て
用
益
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
舟
運
の
条
件
が
良
い
ｃ
地
区
の
「
切
畑
」
で
は
、
御
林
に
お
け
る
定
請
名
負

林
と
同
様
、
切
畑
売
買
に
よ
る
雑
木
確
保
が
盛
ん
と
な
り
、
薪
炭
用
林
と
し
て
の
価
値
が
高
く

見
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
薪
炭
需
要
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
切
畑
売
買
値

段
も
高
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
ａ
地
区
・
ｂ
地
区
で
は
、
ｃ
地
区
か
ら
遠
け
れ
ば
遠
い
ほ
ど
代
銀
が
安
く
な
っ

て
い
る
。
山
方
産
物
を
流
通
さ
せ
る
に
は
、
ｃ
地
区
の
音
谷
・
桜
谷
・
小
浜
三
ヶ
村
に
駄
賃
輸

送
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
切
畑
貸
付
で
請
負
商
人
ら
が
入
り
込
ん
で
薪
炭
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ａ
地
区
・
ｂ
地
区
で
の
売
買
値
段
が

安
価
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
切
畑
貸
付
に
よ
る
焼
畑
農
業
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
い
え

よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
本
稿
で
は
、
那
賀
川
北
股
筋
の
木
頭
村
と
り
わ
け
湯
浅
家
を
中
心
と
し
た
切
畑
貸
付

（
焼
畑
小
作
）
の
実
態
を
検
討
し
た
。
そ
の
内
容
は
第
二
章
（
5
）
小
括
で
ま
と
め
た
の
で
こ

こ
で
は
繰
り
返
さ
ず
、
切
畑
貸
付
の
歴
史
的
展
開
と
地
域
性
に
つ
い
て
展
望
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
切
畑
貸
付
の
歴
史
的
位
置
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
に
存
在

し
た
「
切
畑
」
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
所
持
・
所
有
関
係
と
用
益
内
容
を
基
準
と
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
類
型
化
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
段
階
の
見
通
し
を
仮
説
的
に
提
示
し

よ
う
。

①
壱
家
の
も
と
で
の
小
家
に
よ
る
切
畑
利
用

②
切
畑
貸
付

…
ⅰ
焼
畑
小
作
（
那
賀
川
北
股
筋
）

…
ⅱ
上
木
販
売
（
那
賀
川
中
流
）

③
切
畑
分
割
に
よ
る
小
家
の
所
持
・
用
益
の
一
体
化

①
当
該
地
域
で
は
、
本
家
筋
の
家
で
あ
る
壱
家
が
切
畑
を
所
持
し
、
そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下

で
利
用
権
を
株
内
で
分
配
す
る
形
態
が
取
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
本
源
的
な
あ
り
方
か
ら

一
歩
進
み
、
②
契
約
に
よ
り
株
以
外
の
者
に
切
畑
（
部
分
）
の
利
用
権
を
一
定
期
間
貸
し
付
け

る
形
態
が
、
切
畑
貸
付
で
あ
っ
た
。
こ
の
切
畑
貸
付
の
も
と
で
い
か
な
る
用
益
が
実
現
し
て
い

た
か
と
い
う
観
点
で
み
る
と
、
ⅰ
焼
畑
と
し
て
運
用
さ
れ
る
形
態
（
焼
畑
小
作
）
と
、
ⅱ
薪
炭

利
用
が
主
要
と
な
る
形
態
（
上
木
販
売
）
と
が
存
在
し
た
。
焼
畑
小
作
と
は
、
必
ず
し
も
焼
畑

造
林
と
一
体
的
に
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
で
切
畑
貸
付
の
一
形
態
と
し
て
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
焼
畑
造
林
が
展
開
す
る
の
は
、
か
か
る
近
世
後
期
の
切
畑
所
持
・
利

用
状
況
を
基
礎
と
し
た
中
に
、
植
林
が
進
行
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
当
該
地
域
に
お
け
る
植
林
・
焼
畑
造
林
の
導
入
過
程
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ

う
。な

お
、以
上
の
①
②
で
は
、基
本
的
に
切
畑
を
壱
家
が
所
持
し
て
い
た
中
で
の
関
係
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
切
畑
の
所
持
・
所
有
関
係
が
大
き
く
変
容
し
て
い
く
場
合
が
、
③
の
切
畑
分
割

で
あ
る
。
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
が
、
那
賀
川
北
股
地
域
で
は
、
一
八
世
紀
末
以
降
、

壱
家
等
が
専
有
し
て
い
た
切
畑
所
持
を
、
構
成
員
に
細
分
化
し
て
所
持
権
が
分
割
さ
れ
て
い
く

動
向
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
近
代
初
頭
の
壬
申
地
券
発
行
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
動
向
は
一
気
に

噴
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
切
畑
分
割
は
、
そ
れ
ま
で
の
壱
家
（
本
家
）
に
よ
る
進
退
を
脱

し
た
点
に
、
一
つ
の
画
期
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
少
な

く
と
も
近
世
末
ま
で
は
、
基
本
的
に
焼
畑
利
用
が
中
心
で
あ
っ
た
。
切
畑
所
持
権
・
所
有
権
の

細
分
化
が
即
植
林
へ
と
展
開
し
た
わ
け
で
な
く
、
焼
畑
造
林
の
展
開
は
、
未
だ
展
開
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
②
切
畑
貸
付
の
展
開
内
容
に
着
目
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、
那
賀
川
北

股
筋
と
那
賀
川
中
流
と
で
は
、
そ
の
山
の
利
用
の
あ
り
方
に
地
域
的
な
偏
差
が
存
在
し
た
点
で

あ
る
。
②
の
ⅰ
は
那
賀
川
北
股
筋
で
、
②
の
ⅱ
は
那
賀
川
中
流
で
広
く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
（
32
）。
ち
な
み
に
、
ⅱ
の
上
木
販
売
は
切
畑
貸
付
の
形
態
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
御
林
に
設
定
さ
れ
た
定
請
名
負
林
に
お
い
て
も
広
く
確
認
で
き
る
。
切
畑
も
定
請
名
負

林
も
、
そ
の
土
地
の
所
有
形
態
は
大
き
く
異
な
る
が
、
そ
こ
で
の
利
用
権
と
用
益
内
容
、
す
な

わ
ち
当
該
の
山
々
に
生
成
す
る
雑
木
等
を
確
保
す
る
用
益
権
を
、
地
元
の
所
持
者
・
請
負
者

が
、
外
部
の
者
に
貨
幣
と
引
替
に
貸
し
与
え
る
と
い
う
点
で
は
、
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

町 田 哲
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従
来
、
木
頭
林
業
地
帯
と
し
て
一
括
し
て
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
那
賀
郡
の
那
賀

川
中
流
域
、
那
賀
川
北
股
地
域
、
そ
し
て
那
賀
川
最
上
流
に
位
置
す
る
海
部
郡
木
頭
上
下
山
地

域
の
三
地
域
で
あ
っ
た
（
33
）。
し
か
し
、
こ
れ
を
一
括
し
た
地
域
と
し
て
括
れ
る
の
は
植
林
が

大
き
く
進
む
一
九
世
紀
末
以
降
二
〇
世
紀
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
段
階
に

お
け
る
山
の
所
有
や
利
用
形
態
に
は
、
大
き
な
地
域
差
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
（
34
）。
し
た
が
っ
て
今
後
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
ま
で
の
山
を
め
ぐ
る
生
業
や
社
会
関
係

に
つ
い
て
は
、
三
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
個
別
に
精
緻
な
分
析
を
し
た
上
で
、
林
業
地
帯
の

形
成
過
程
を
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

付
記

湯
浅
家
文
書
の
調
査
・
利
用
に
際
し
、
所
蔵
者
で
あ
る
湯
浅
幹
雄
氏
よ
り
格
別
の
ご
配
慮
を

賜
っ
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
一
七
Ｋ
〇
三

一
〇
二
の
助
成
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
構
造
―
』
日
本
林
業
技
術

協
会
、
一
九
七
四
年
、
第
四
章
、
と
く
に
一
七
七
〜
一
八
五
頁
。

（
2
）
徳
島
県
山
林
会
海
部
郡
協
賛
会
編
『
木
頭
の
林
業
』（
徳
島
県
山
林
会
海
部
郡
協
賛
会
、

一
九
二
四
年
）、『
焼
畑
及
切
替
畑
ニ
関
ス
ル
調
査
』（
農
林
省
山
林
局
、
一
九
三
六
年
）、

『
徳
島
県
那
賀
川
流
域
林
業
経
営
調
査
報
告
書
』（
全
国
山
林
会
連
合
会
・
永
田
龍
之
介

執
筆
、
一
九
四
一
年
）。

（
3
）
米
家
泰
作
『
中
近
世
山
村
の
景
観
と
構
造
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
溝
口
常
俊
『
日

本
近
世
・
近
代
の
畑
作
地
域
史
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
大
賀
郁
夫

『
近
世
山
村
社
会
構
造
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
加
藤
衛
拡
『
近
世
山
村
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
米
家
泰
作
「
焼
畑
に
よ
る
山
地
植
生
の
利
用
と

開
発
」（
宮
本
真
二
・
野
中
賢
一
編
『
自
然
と
人
間
の
環
境
史
』
海
育
社
、
二
〇
一
四
年
）

な
ど
。

（
4
）
前
掲
大
賀
『
近
世
山
村
社
会
構
造
の
研
究
』
第
二
部
第
二
章
「
椎
葉
山
の
焼
畑
検
地
」。

（
マ
マ
）

（
5
）「
当
山
分
之
儀
は
何
れ
田
畑
無
少
く
、
専
伐
畑
山
作
ニ
而
渡
世
仕
」（
文
政
一
〇
年
〈
一

八
二
七
〉
一
二
月
一
七
日
「
木
頭
名
村
庄
屋
縫
之
助
御
用
御
免
奉
願
上
ニ
付
右
申
上
方
取

行
帳
」
湯
浅
家
文
書
・
文
書
番
号
Ｉ
一
一
―
二
、
以
下
﹇
Ｉ
一
一
―
二
﹈
の
よ
う
に
略

す
）
と
組
頭
庄
屋
湯
浅
重
次
郎
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
那
賀
川
北
股
筋
で
中
心
と
な
る

生
業
は
、
切
畑
に
お
け
る
焼
畑
耕
作
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
当
時
の
人
々
の
自
己
認
識
で

も
あ
っ
た
。

（
6
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
後
期
の
焼
畑
と
村
落
構
造
」『
歴
史
評
論
』
八
二
五
、

二
〇
一
九
年
一
月
参
照
（
以
下
「
前
稿
」
と
略
す
）。
な
お
本
稿
で
分
析
す
る
切
畑
貸
付

（
焼
畑
小
作
）に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
論
部
分
の
み
を
前
稿
に
も
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
で
実
証
過
程
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
後
の
知
見

も
加
え
た
上
で
、
新
た
に
論
証
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
六
月
「
年
切
元
捨
売
渡
証
文
之
事
」﹇
Ｇ
二
四
―
八
﹈。

（
8
）
本
当
に
年
貢
未
進
で
あ
れ
ば
証
文
作
成
は
一
一
月
・
一
二
月
が
多
い
が
、
史
料
1
の
よ

う
に
六
月
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
切
畑
に
お
け
る
秋
の
伐
込
・
火
入
を
前
に
し

た
契
約
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
9
）
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）「
伐
畑
山
手
銀
貸
シ

其
余
貸
シ
覚
帳
」﹇
Ｂ
Ｂ
一
―
一

―
一
一
―
二
﹈。

（
10
）
史
料
1
に
は
、「
当
御
年
貢
上
納
方
便
無
之
ニ
付
」
と
あ
る
が
、
実
は
、
売
買
証
文
の

形
式
の
み
を
踏
襲
し
た
、
倒
錯
し
た
表
現
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
11
）
前
掲
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
二
月
一
七
日
「
木
頭
名
村
庄
屋
縫
之
助
御
用
御
免

奉
願
上
ニ
付
右
申
上
方
取
行
帳
」﹇
Ｉ
一
一
―
二
﹈。

（
12
）
小
家
が
休
閑
期
利
用
で
き
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
自
由
で
は
な
く
あ
く
ま
で
壱

家
の
差
配
の
下
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
13
）延
享
元
年（
一
七
四
四
）一
〇
月
二
一
日「
売
渡
シ
申
伐
畠
之
事
」﹇
Ｃ
一
二
五
―
四
﹈。

（
14
）
未
六
月
一
〇
日
「
売
渡
シ
切
畑
書
物
事
」﹇
Ｂ
二
―
八
―
一
﹈。

（
15
）
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）「
伐
畑
山
手
銀
貸
シ

其
余
貸
シ
覚
帳
」﹇
Ｂ
Ｂ
一
―
一

―
一
一
―
二
﹈。

（
16
）
例
外
的
に
、
後
述
す
る
山
組
（
14
）
と
折
平
（
46
）
だ
け
が
湯
浅
株
の
者
で
あ
る
。

（
17
）
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
ま
で
、
湯
浅
株
で
は
、
切
畑
を
所
持
す
る
本
家
が
小
家
一
五

人
に
対
し
伐
畑
山
を
毎
年
配
分
し
利
用
さ
せ
て
い
た
が
、そ
れ
は
小
家
が
本
家
の
手
作（
私

手
許
農
業
）
の
手
伝
と
し
て
召
し
仕
え
る
こ
と
と
引
き
換
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
別
稿
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
「
切
畑
」
分
割
と
村
落
―
阿
波
国
那
賀
郡
那
賀

川
北
股
筋
を
中
心
に
―
」『
鳴
門
史
学
』
三
三
、
二
〇
二
〇
年
二
月
（
刊
行
予
定
）
で
詳

し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
18
）
各
株
の
切
畑
は
限
ら
れ
て
い
た
中
、
一
八
世
紀
後
半
に
家
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
焼
畑
耕
作
地
の
不
足（
飽
和
状
況
）と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

近世後期の焼畑小作と村社会 ――阿波国那賀郡木頭村を中心に――
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（
19
）
前
掲
拙
稿
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
「
切
畑
」
分
割
と
村
落
―
阿
波
国
那
賀
郡
那
賀

川
北
股
筋
を
中
心
に
―
」。

（
20
）
仁
宇
谷
産
物
趣
法
の
成
立
過
程
と
制
度
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
仁
宇
谷
産
物
趣

法
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
阿
波
学
会
紀
要
』
六
〇
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
21
）
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
〇
月
「
木
頭
組
村
々
田
畠

伐
畑
譲
地
五
ヶ
年
切
売
地

代
米
取
調
指
出
帳
」﹇
Ｅ
一
―
七
六
﹈。

（
22
）
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
「（
仁
宇
谷
筋
村
々
産
物
大
綱
）」﹇
Ｌ
二
﹈。

（
23
）
前
掲
天
保
七
年
九
月
「（
仁
宇
谷
筋
村
々
産
物
大
綱
）」﹇
Ｌ
二
﹈。
ま
た
、（
嘉
永
五
年

〈
一
八
五
二
〉
二
月
）「
申
上
覚
」﹇
Ｃ
Ｂ
四
九
―
三
﹈
に
は
、「
諸
方
之
者
共
入
込
往
来

筋
ニ
而
、
泊
之
者
多
、
且
ハ
高
瀬
船
乗
・
船
頭
等
登
り
船
着
泊
り
荷
物
積
入
、
又
ハ
海
部

郡
木
頭
上
下
山
諸
産
物
小
寄
人
へ
持
付
置
場
筏
乗
り
下
ヶ
、
両
村
之
内
へ
乗
り
付
、
下
川

乗
り
手
之
者
え
相
渡
、
泊
等
繁
々
敷
村
柄
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

（
24
）
拙
稿
「
近
世
後
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
の
分
布
と
構
造
」『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀

要
』
三
〇
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

（
25
）
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に

―
」『
鳴
門
史
学
』
二
六
、
二
〇
一
三
年
二
月
。

（
26
）
前
掲
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例

に
―
」。

（
27
）
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
「
奉
願
上
覚
」﹇
Ｃ
Ｂ
一
六
―
二
﹈。

（
28
）（
文
政
一
三
年
）
九
月
二
日
「
仕
上
済
口
書
之
覚
」﹇
Ｃ
Ｂ
一
六
―
五
﹈。

（
29
）
ま
た
豊
蔵
は
、
仁
宇
谷
産
物
趣
法
の
も
と
で
産
物
の
集
荷
統
制
を
行
う
、
小
寄
人
五
六

名
の
う
ち
の
一
人
で
も
あ
っ
た（
前
掲
拙
稿「
仁
宇
谷
産
物
趣
法
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

表
1
参
照
）。

（
30
）
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
九
月
四
日
「
御
糺
ニ
付
申
上
覚
」﹇
Ｃ
一
二
五
―
二
﹈、
同

年
九
月
「
御
糺
ニ
付
申
上
覚
」﹇
Ｃ
一
二
五
―
九
﹈、
同
年
九
月
「
申
上
覚
」﹇
Ｃ
四
七
﹈、

同
年
九
月
「
添
書
ヲ
以
申
上
覚
」﹇
Ｉ
四
九
﹈。

（
31
）
酉
九
月
「
御
扱
ニ
付
申
上
覚
」﹇
Ｆ
一
五
―
四
五
﹈。

（
32
）
も
ち
ろ
ん
ⅰ
の
場
合
で
も
焼
畑
耕
作
終
了
後
の
休
閑
期
利
用
を
含
む
場
合
も
存
在
し
、

ⅱ
の
場
合
で
も
焼
畑
が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
33
）
前
掲
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
過
程
―
』。

（
34
）
有
木
氏
が
主
要
な
研
究
対
象
と
し
た
木
頭
上
下
山
地
域
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
段

階
か
ら
既
存
の
「
切
畑
」
の
周
辺
を
御
林
が
取
り
囲
む
と
い
う
あ
り
方
が
典
型
的
で
あ
っ

た
と
い
う
（
前
掲
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
過
程
―
』

第
三
章
）。
本
稿
が
対
象
と
し
た
那
賀
川
北
股
筋
と
は
大
き
く
異
な
る
実
態
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
当
然
な
が
ら
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
も
ま
た
異
な
る
道
程
を
経
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

町 田 哲

―２７４―



Slash-and-Burn Tenant Farming and Village Society in Late Early Modern Japan:
A Case Study Focusing on the Upper Watershed of Awa Province’s Naka River

MACHIDA Tetsu

This article reexamines the empirical history of early modern slash-and-burn tenant farming, which, in the

field of economic forestry history, has long been viewed as one of the conditions that supported the rise of

commercial forestry. In the Naka River’s Upper Watershed, the main houses of local families owned fields known

as kirihata used for slash-and-burn agriculture. Customarily, branch houses engaged in slash-and-burn farming

under the direction of main houses. In addition, local archival records enable us to confirm the existence of slash-

and-burn tenant farming during the mid-eighteenth century. In the case of slash-and-burn tenant farming, the

owner and tenant, who was another villager outside the owner’s kinship network, would enter a contract, which

stipulated the lease period and rental rate. Once the lease period had ended, the tenant would return the property

to the owner. For the tenant, slash-and-burn tenant farming represented a chance to farm fields other than those

controlled by their clan’s main house. The emergence of slash-and-burn tenant farming transformed intra-village

social relations, which previously centered around kinship networks. Furthermore, because land rents had to be

paid in cash, slash-and-burn tenant farming thrust the region into a new economic era in which villagers had to

obtain cash by engaging in commercial agriculture.

―２７５―


	近世後期の焼畑小作と村社会
	はじめに
	一　切畑の「元捨」売買
	二　切畑貸付
	三　周辺村における切畑の〝売買〞
	むすびにかえて
	付記
	註
	Abstract

	目次（Contents）

